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高島市独自の
制度です！
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こ
の
交
付
金
制
度
は
、
区
・
自
治

会
の
加
入
世
帯
数
や
広
報
誌
等
の
配

付
数
、
ま
た
そ
の
立
地
環
境
等
に
応
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
交
付
限
度
額
を
定

め
、
そ
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
一
部
の
対

象
外
費
用
を
除
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
自
治

会
活
動
に
自
ら
の
判
断
で
充
て
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

制
度
創
設
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
21

年
度
か
ら
各
地
域
を
巡
り
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
う
か
が
い
し
て
き

ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
自
分
た
ち
の

住
む
地
域
の
こ
と
を
自
ら
考
え
て
、
主

体
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
取
り
組

み
に
く
か
っ
た
新
し
い
活
動
に
つ
い
て

も
、
区
や
自
治
会
の
総
意
に
よ
り
、
知

恵
を
出
し
合
い
、
力
を
合
わ
せ
て
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

！
　市では、区・自治会の皆さんが、自分たちの住む地域の課題
を自分たちのアイデアや創意工夫で解決したり、日常の交流を
通してお互いのつながりを深めながら、より住みよい快適な地
域づくりに取り組んでいただけるよう、今年度から「みんなで
創るまちづくり交付金」 （通称：まちづくり一括交付金）の制
度を開始します。

『創意と工夫による魅力ある集落づくり』に向けて

みんなで創る まちづくり
交付金制度

スタート

　h市民活動支援課　f（25）8526

マキノ支所　f（27）1121
今 津 支 所　f（22）2551
朽 木 支 所　f（38）2331

安曇川支所　f（32）1131
高 島 支 所　f（36）1121
新旭振興室　f（25）8100

あ
ら
ゆ
る
自
治
会
活
動
に

活
用
で
き
る
新
制
度

　

こ
れ
ま
で
、
区
や
自
治
会
に
は
「
ま

ち
づ
く
り
助
成
」
制
度
の
も
と
で
、

様
々
な
補
助
金
を
ご
活
用
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
制
度
ご
と
に

申
請
手
続
き
が
必
要
で
、
使
い
道
も
限

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ま
ち
づ
く
り
一
括
交
付
金

な
ら
、
年
間
の
事
業
計
画
の
中
か
ら
交

付
金
を
充
て
る
事
業
を
一
括
で
申
請

し
、
承
認
さ
れ
た
事
業
に
関
す
る
費
用

に
つ
い
て
は
全
般
的
に
交
付
金
を
ご
活

用
い
た
だ
け
ま
す
。

※
一
部
交
付
金
の
対
象
外
費
用
が
あ
り
ま
す
。

○  

設
置
経
費
は
対
象

×  

電
球
交
換
は
対
象
外

×  

電
気
代
は
対
象
外

こ
れ
ま
で
の
制
度
と
の

違
い
は
？

こ
れ
ま
で
の
地
区
管
理
防
犯
灯

設
置
事
業
費
補
助
金
で
は

防
犯
灯
の
・
・
・

例防犯灯なら、設置
も電球交換も電気
代もＯＫ！

　

次
の
よ
う
な
活
動
が
交
付
金
の
対
象

で
す
。
地
域
に
応
じ
た
発
想
や
ア
イ
デ

ア
を
活
か
し
て
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
区
・
自
治
会
の
活
動
や
旧

町
村
単
位
で
各
地
域
の
魅
力
ア
ッ
プ
に

取
り
組
む
「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
の

活
動
に
対
し
て
毎
年
約
１
億
７
千
万
円

を
支
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
一
括
交

付
金
制
度
の
運
用
に
伴
い
、
従
来
の
制

度
を
見
直
し
ま
し
た
が
、
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
促
進
す
る
市
の
総
予
算

は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
１
億
７
千
万
円
を

確
保
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
ま
ち
づ
く
り
一
括
交
付

金
に
は
約
１
億
円
を
充
て
て
い
ま
す
。

残
り
は
、
ま
ち
づ
く
り
一
括
交
付
金
で

は
対
応
し
に
く
い
高
額
な
費
用
を
伴
う

事
業
へ
の
補
助
金
や
、「
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
」
に
よ
る
魅
力
あ
る
地
域
づ
く

り
事
業
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
活
動
は
？

地
域
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
応
援
す
る

市
の
予
算

　

各
区
・
自
治
会
ご
と
の
交
付
限
度

額
は
、
次
の
額
の
合
計
額
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
次
の
地
域
条
件
や
環
境
条

件
に
該
当
す
る
地
域
に
は
、
一
定
の

算
出
基
準
に
も
と
づ
い
た
「
地
域
加

算
額
」
を
プ
ラ
ス
し
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
自
治
会
活
動
の
支
援
を
図
り
、

地
域
格
差
を
是
正
し
ま
す
。

▼
高
齢
化
地
域

　

65
歳
以
上
の
人
口
が
全
人
口
の

　

50
％
以
上
と
な
る
区
・
自
治
会

▼
山
間
地
域

　

辺
地
に
該
当
す
る
区
・
自
治
会

▼
積
雪
地
域

　

豪
雪
地
帯
や
そ
れ
に
類
す
る
地

　

域
に
該
当
す
る
区
・
自
治
会

交
付
金
の
額
は
？

区分 算出基準

①均等割 １自治会につき
15万円

②世帯割 自治会の加入世帯数
×2,000円

③広報誌
等配付割

広報誌等の配付数
×2,000円

　

安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
に
関
す
る

　

活
動

　

地
域
の
保
健
、
福
祉
、
青
少
年
の
健
全

　

育
成
、
人
権
尊
重
な
ど
に
関
す
る
活
動

　

地
域
内
で
の
交
流
や
他
地
域
と
の
交
流

　

を
図
る
活
動

　

地
域
内
で
管
理
す
る
道
路
、
河
川
、
そ

　

の
他
の
公
共
的
施
設
、
基
盤
施
設
の
整

　

備
や
維
持
管
理
に
関
す
る
活
動

　

環
境
の
保
全
や
地
域
の
美
化
に
関
す
る

　

活
動

　

そ
の
他
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
取

　

り
組
む
活
動　

※
対
象
と
な
る
活
動
事
例
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

①
防
犯
・
防
災
に
関
す
る
活
動

②
地
域
福
祉
に
関
す
る
活
動

③
交
流
を
図
る
活
動

④
道
路
・
河
川
・
公
益
施
設

　

に
関
す
る
活
動

⑥
そ
の
他
の
地
域
活
動

⑤
環
境
に
関
す
る
活
動

地区防災訓練環境美化活動 地区夏祭り

特  集

みんなで相談、
みんなでまちづくり！



紙ごみ減量標語応募作品 「紙と　捨てるあなたの心も　リサイクル」　岡田　康聖（新　旭） 紙ごみ減量標語応募作品 「燃やさない!　資源は天下の　回りもの」　志村久美子（安曇川） 広
報2011・6・1 4広

報5 2011・6・1

　

コ
ー
ス

　
　

コ
ー
ス

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
／
ア
グ
リ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
企
画
・
運
営

鮒
寿
司
由
来
の
乳
酸
菌
を
活
用
し

た
機
能
性
食
品
の
開
発

実 

施
期 

間

８
月
６
日
（
土
）、
7
日
（
日
）、
14

日
（
日
）、
20
日
（
土
）、
21
日
（
日
）、

28
日
（
日
）
を
予
定

８
月
中
旬
か
ら
下
旬
の
う
ち
５
日
間

（
別
途
セ
ミ
ナ
ー
開
催
日
あ
り
）　

内 

容

県
立
朽
木
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里

を
拠
点
に
、
環
境
学
習
、
森
林
セ
ラ

ピ
ー
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
と
実
地
を
体
験
し
ま
す
。

（
株
）
ヤ
サ
カ
を
拠
点
に
、
鮒
寿
司
由

来
の
乳
酸
菌
を
活
用
し
た
機
能
性
食

品
の
メ
ニ
ュ
ー
開
発
を
体
験
し
ま
す
。

定 

員

６
人
程
度

10
人
程
度

会 

場

朽
木
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
お
よ

び
そ
の
周
辺
（
朽
木
地
域
）

（
株
）
ヤ
サ
カ
（
今
津
町
今
津
）

送 

迎

Ｊ
Ｒ
安
曇
川
駅
か
ら
研
修
会
場
ま
で
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
送
迎

　

こ
の
事
業
は
、（
株
）
ヤ
サ
カ
が
県

立
朽
木
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
や
大

阪
大
学
等
の
教
員
と
連
携
し
、
市
内
の

資
源
と
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
効

活
用
し
な
が
ら
、
次
世
代
を
担
う
ひ
と

づ
く
り
に
貢
献
す
る
教
育
シ
ス
テ
ム

（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
開
発
し
ま

す
。
対
象
は
、
市
内
の
中
学
生
お
よ
び

高
校
生
で
、
今
年
の
夏
休
み
か
ら
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
講
し
ま
す
。

　

Ｐ
Ｂ
Ｌ
と
はP

ro
je
c
t B
a
s
e
d
 

L
e
a
rn
in
g

の
略
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
仕
事
）
に
携
わ
る
中
で
、
日
々
の

体
験
の
中
か
ら
様
々
な
知
識
や
技
術
を

学
ぼ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
海
外
の
Ｉ

Ｔ
企
業
や
医
学
部
教
育
で
発
展
し
た
教

育
方
法
で
す
。

　

体
験
学
習
と
大
き
く
違
う
点
は
、
実

際
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
（
た
と
え

簡
単
な
内
容
で
あ
っ
て
も
）
役
割
分
担

を
任
さ
れ
る
こ
と
に
あ
り
、「
仕
事
が

人
を
つ
く
る
」
と
い
う
趣
旨
に
基
づ
い

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
考
え
方
を
取
り
入
れ
、
当

講
座
で
は
、
２
種
類
の
コ
ー
ス
を
設
定

し
、
社
会
人
や
大
学
生
の
指
導
や
支
援

を
受
け
な
が
ら
、
机
の
上
で
は
学
べ
な

い
も
の
、
学
校
で
は
出
会
え
な
い
ひ

と
、
普
段
は
経
験
で
き
な
い
こ
と
を
体

験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
身
近
に
自
然
環

境
・
文
化
・
地
域
産
業
を
感
じ
て
い
た

だ
け
ま
す
。
こ
の
講
座
を
通
し
、
地
域

社
会
へ
の
関
心
を
呼
び
起
こ
し
、
受
講

者
の
内
に
秘
め
ら
れ
た
可
能
性
を
開
花

さ
せ
る
機
会
を
提
供
し
、
応
援
し
て
行

き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

当
講
座
（
夏

季
講
座
）
の
受

講
生
を
以
下
の

と
お
り
募
集
し

ま
す
の
で
、
ふ

る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

　市では、地域の諸課題やニーズの解決に取り組むため、市と市
民活動団体・企業等が、互いの長所や特性を活かして役割を分担
し、共に実践する取り組みとして協働事業を推進しています。
　今年度は、昨年、市民活動団体や市内の企業等からの事業提案
を受け、審査の結果採択された以下の事業が実施されます。

平成23年度　高島市協働提案事業

名　　称 提　案　者 内　　容

ごみ減量大作戦

高島市エコライフ推
進協議会 　今年度から３年間、「紙ごみ減量」を

主な目標に、関係団体等とも協力しな
がら啓発、広報や学習会等を行います。
ごみ減量の気運を盛り上げることによ
って、処理量を低減させ、処理経費・
CO2排出量の削減を目指します。

公益社団法人高島市シ
ルバー人材センター

市担当課：環境政策課

森林体験型観光
へのプロジェクト
～朽木・森の恵み
　フィールドづくりの
　実現に向けて～

朽木・群・ひとネッ
トワーク

　広葉樹の植樹活動を取り入れた体験
型観光プランとして企画、開発するこ
とにより都市との交流を促進し、農山
村地域の活性化を図ります。

市担当課：観光振興課

心と体　
いきいき健康づくり

マキノ高原観光（株）

　高齢者の健康づくり、生活習慣病予
防および足腰の筋力低下予防を目的と
してノルディックウォーキング、水中
ウォーキングおよびスノーシュートレ
ーニングを組み合わせた通年継続型の
健康づくり教室を実施します。

市担当課：健康推進課

びわ湖源流の郷
まちづくりボラン
ティア養成講座　
たかしま塾

（NPO）湖西生涯学
習まちづくり研究会
　どろんこ

　全国のまちづくり先駆者に学び、議
論を交わしながら、まちづくりの意義
や喜びを実感し、地域課題の解決に向
けた技能を習得することにより、意欲
ある人材の養成を行います。

市担当課：市民活動支援課

たかしま社会体験塾
（地域資源を活用した
　PBLによる人づくり）

（株）ヤサカ
　教育をテーマに掲げた「たかしま社
会体験塾（地域資源を活用したＰＢＬ
による人づくり）」では、現在受講生を
募集しています。詳しくは左ページを
ご覧ください。市担当課：市民活動支援課

協
働
の
力
で　

元
気
な
ま
ち
づ
く
り

た
か
し
ま
社
会
体
験
塾

▼
応
募
期
限　

７
月
15
日
（
金
）

▼
対　
　

象　

市
内
中
学
生
・
高
校
生

▼
受
講
料　

無
料

▼
選
考
方
法　

応
募
多
数
の
場
合
は
、

事
業
実
行
委
員
会
の
面
接
に
よ
り
選
考

し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
夏
季
講
座
コ
ー
ス
と
内
容

Ｂ

（
地
域
資
源
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
よ
る
人
づ
く
り
）

（
い
ず
れ
か
の
コ
ー
ス
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

h
・
i
市
民
活
動
支
援
課

　
　

f（
２
５
）８
５
２
６

鮒寿司乳酸菌を活用した機能性食品開発
(株 ) ヤサカ

Ａ

▼対　　象
　専門学生・大学生・大学院生
▼条　　件　
　○Ａコース
　　エコツーリズムに興味のある方
　○Ｂコース
　　ものづくり（食品開発）に興味　
　がある方
▼申込締切　7月15日（金）
※規定により旅費・謝金を支払います。

ティーチングアシスタント募集

事
業
の
特
徴

夏
季
講
座
受
講
生
を
募
集
！

集
ま
れ
市
内
の
中
・
高
校
生
!!



紙ごみ減量標語応募作品 「ごみすてる　じぶんじしんに　おやくそく」　古田このみ（今　津） 紙ごみ減量標語応募作品 「まあいいか　そんな気持ちが　ごみ増やす」　尾中　郁也（朽　木） 広
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施　設　名 建　物 建築年など 診断年度 耐震補強工事等

マキノ東小学校
校　舎 Ｓ46～Ｓ62 Ｈ10 補 強 済
体育館 Ｓ47 Ｈ17 H23年度改築予定

マキノ西小学校
校　舎 Ｓ60 補強不要
体育館 Ｓ61 補強不要

マキノ南小学校
校　舎 Ｓ62 補強不要
体育館 Ｓ59 補強不要

マキノ北小学校 校　舎 Ｓ52 Ｈ17 補 強 済
体育館 Ｓ53 Ｈ17 補 強 済

今津東小学校
校　舎 Ｓ40～Ｓ60 Ｈ９ 補 強 済
体育館 Ｈ19 補強不要

今津北小学校
校　舎 Ｓ44～Ｓ59 H９ 補 強 済
体育館 Ｓ46 Ｈ11 補 強 済

今津西小学校 校　舎 Ｓ57 補強不要
体育館 Ｓ57 補強不要

朽木東小学校
校　舎 Ｓ36～Ｈ16 Ｈ11 補 強 済
体育館 Ｈ23 補強不要

朽木西小学校 校　舎 Ｓ59 補強不要
体育館 Ｓ59 補強不要

広 瀬 小 学 校
校　舎 Ｓ45～Ｈ３ Ｈ12 補 強 済
体育館 Ｓ61 補強不要

安 曇 小 学 校
校　舎 Ｓ58～Ｈ４ 補強不要
体育館 Ｓ59 補強不要

青 柳 小 学 校
校　舎 Ｓ41～Ｓ62 Ｈ12 補 強 済
体育館 Ｓ61 補強不要

本 庄 小 学 校 校　舎 Ｈ１ 補強不要
体育館 Ｈ１ 補強不要

高 島 小 学 校 校　舎 Ｓ40～Ｓ55 Ｈ９ 補 強 済
体育館 Ｈ13 補強不要

新旭南小学校
校　舎 Ｓ42～Ｈ11 Ｈ９ 補 強 済
体育館 Ｓ54 Ｈ９ 補強不要

新旭北小学校 校　舎 Ｓ44～Ｈ11 Ｈ９ 補 強 済
体育館 Ｓ59 補強不要

マキノ中学校
校　舎 Ｓ42 Ｈ12～Ｈ19 補 強 済
体育館 Ｈ20 補強不要
格技場 Ｓ51 Ｈ22 H23年度補強予定

今 津 中 学 校
校　舎 Ｓ51～Ｈ５ Ｈ11～Ｈ19 補 強 済
体育館 Ｓ52 Ｈ11 補 強 済

朽 木 中 学 校
校　舎 Ｓ46～Ｈ17 Ｈ11 補 強 済
体育館 Ｈ23 補強不要
格技場 Ｓ57 補強不要

安曇川中学校
校　舎 Ｓ４7～Ｈ16 Ｈ16 補 強 済
体育館 Ｈ15 補強不要

高 島 中 学 校
校　舎 Ｓ46～Ｈ５ Ｈ10 補 強 済
体育館 Ｈ13 補強不要

湖 西 中 学 校 校　舎 Ｓ51～Ｓ58 Ｈ９ 補 強 済
体育館 Ｓ53 Ｈ９ 補強不要

　

学
校
施
設
は
、
児
童
生
徒
が
１
日
の

大
半
を
過
ご
す
場
で
あ
る
と
と
も
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
避
難
場
所
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
災
害
時
に
は
防
災
拠
点
と

し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
６
月
の
地
震
防
災
対
策
特

別
措
置
法
の
改
正
に
よ
り
、
耐
震
診
断

を
実
施
し
た
建
物
ご
と
に
そ
の
結
果
の

公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
島
市
立
学
校
施
設
の
耐
震
診
断
、

お
よ
び
地
震
補
強
工
事
の
実
施
状
況
は

次
の
と
お
り
で
す
。
詳
し
い
状
況
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
教
育
総
務
課　

f（
３
２
）１
１
３
２

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
市
民
の
暮
ら
し
↓

教
育
・
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
等
↓
教
育
）

市立小中学校耐震補強実施状況一覧

学
校
施
設
耐
震
化

本
年
度
で
完
了

　滋賀県と大阪府との間で大阪府ドクターヘリの
共同利用についての協定が結ばれ、４月27日か
ら運航が開始されました。

ドクターヘリ運航開始

▲４月25日（月）、　運航開始に先駆けて朽木スキー場でシミュ
レーション訓練が行われました。

○ドクターヘリとは
　救急医療用の医療機器等を装備したヘリコプ
ターで、救急医療の専門医師や看護師等が同乗
して救急現場等に向かい、現場等から医療機関
に搬送するまでの間、患者に救急医療を行うこ
とができる専用のヘリコプターをいいます。
★ドクターヘリは、消防機関からの要請に基づ
き運航されるもので、個人からの直接の要請
は受け付けていません。

　基地病院である大阪大学医学部付属病院から
約25分で飛来、救急医療の専門医師により直
ちに治療が開始され、救命救急センター等の医
療機関に短時間で航空搬送されます。

○市内で傷病者が発生し、ドクタ
　ーヘリを要請した場合

　h警防課　f（22）5402

個
人
情
報
保
護
制
度
・

情
報
公
開
制
度
の
利
用
状
況

　

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
市
が

保
有
し
て
い
る
個
人
に
関
す
る
情

報
を
保
護
し
、
適
正
に
取
り
扱
う

た
め
の
ル
ー
ル
を
定
め
た
も
の
で

す
。

　

市
が
保
有
し
て
い
る
自
分
に
関

す
る
情
報
を
知
り
た
い
時
に
は
、

こ
の
情
報
の
開
示
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
情

報
に
つ
い
て
、
内
容
が
異
な
る
と

き
は
、
訂
正
ま
た
は
削
除
の
請
求

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

情
報
公
開
制
度
は
、
皆
さ
ん
の

「
知
る
権
利
」
を
保
障
す
る
た
め
、

市
が
保
有
し
て
い
る
情
報
を
広
く

公
開
、
提
供
す
る
制
度
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
請
求
に
よ
り
、
市
が

持
っ
て
い
る
公
文
書
を
公
開
す
る

こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
市

政
へ
の
参
加
を
進
め
、
よ
り
身
近

で
開
か
れ
た
市
政
を
目
指
し
て
い

　

今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

た
め
に
は
、
何
よ
り
も
情
報
を
共

有
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
引
き
続
き
、
請

求
に
基
づ
い
て
公
文
書
を
開
示
す

る
「
情
報
公
開
制
度
」
と
あ
わ

せ
、
提
供
す
べ
き
情
報
は
情
報
公

開
請
求
を
待
た
ず
に
広
く
公
表
す

る
「
情
報
提
供
」
の
充
実
に
努
め

る
な
ど
、
積
極
的
な
広
報
公
聴
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

h
生
活
相
談
課

　
　

f（
２
５
）８
１
２
５

ま
す
。

　

情
報
公
開
に
お
い
て
は
、
市
が

保
有
し
て
い
る
情
報
は
す
べ
て
公

開
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
個

人
の
情
報
や
公
共
の
利
益
を
守
る

た
め
に
、
例
外
的
に
公
開
で
き
な

い
情
報
も
あ
り
ま
す
。

実施機関
請
求
件
数

公
　
開

部
分
公
開

非
公
開

不
存
在

取
下
げ

不
服
申
立

市　　長 64 40 17 ７ ６ ０ １

議　　会 ２ １ １ ０ ０ ０ ０

教育委員会 17 ０ ７ 10 10 ０ ０

▼公文書の公開　　　　　　　　　　　  　（件）

実施
機関

請
求
件
数

開
　
示

訂
　
正

削
　
除

市長 ３ ３ ０ ０

▼個人情報の開示　　　（件）
平
成
22
年
度　

運
用
状
況

《
個
人
情
報
保
護
制
度
》

《
情
報
公
開
制
度
》



高
島
市
に
住
も
っ
か

う
ん

紙ごみ減量標語応募作品 「紙のゴミ　ポイポイ捨てずに　古紙回収」　橋本　昌樹（今　津） 紙ごみ減量標語応募作品 「ごみ減らす　私がみんなの　お手本だ」　片野穂乃花（今　津） 広
報2011・6・1 8広
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若者の住宅確保の支援制度

■住宅リフォーム補助

「高島に住む」「高島に住む」 を応援します！を応援します！
　現在お住まいの住宅のバリアフリー化、耐震補強、環境に配慮した断熱構造化を図る住宅の改
修工事や地域材を活用される場合に補助を行います。

対 象 者：高島市に定住される40歳未満の方
対象住宅：市内業者が建築した、または販売する

新築住宅
対象経費：新築住宅（建物）に課税され納付いた

だいた固定資産税
補助金額：補助金は納付済み固定資産税（建物）

の1/2を地域通貨アイカで５年間お
支払いします。

 （限度額５万アイカ/年）

■新築住宅取得補助
対 象 者：空き家を貸し出そうとする空き家所

有者（個人）
対象住宅：借り手の決まっている空き家
対象工事：市内業者が請け負う100万円以上

のリフォーム工事
補助金額：補助金は空き家所有者に地域通貨ア

イカで、５年分割均等払い。
　○空き家を借りる方が・・・
・40歳未満の場合、対象工事費の1/4を補助
　（限度額50万アイカ）
・40歳以上の場合、対象工事費の1/8を補助
　（限度額25万アイカ）

■空き家リフォーム補助

対 象 者：高島市に定住される方
　○ＵＩＪターン者

平成20年１月１日以後の転入者で転入前に高島市以外の市区
町村に１年以上住まれていた方で高島市に定住しようとする方

　○40歳未満の実家定住者
　　①市内の賃貸住宅等に居住する方で市内の実家に戻り定住しよ

うとする方
　　②市内の実家に住んでいる方が結婚し、または１年以内に結婚

する方で、引き続き同実家に定住しようとする方
対象住宅：対象者が所有する住宅、または所有を前提とする住宅
対象工事：市内業者が請け負う１００万円以上のリフォーム工事
補助金額：補助金は地域通貨アイカで、５年間分割均等払い。
　　　　・対象者が40歳未満の場合、
　　　　　　対象工事費の1/4を補助（限度額50万アイカ）
　　　　・対象者（ＵＩＪターン者のみ）が40歳以上の場合、
　　　　　　対象工事費の1/8=を補助（限度額25万アイカ）

　h商工振興課　f（25）8514

最大

50万円
補助
相当額

高島住まい手応援事業 定住する若者
を応援！

　住宅の新築や購入、リフォームについて補助金を交付する「若者の住宅確保支援制度」
を設け、市内に定住する若者を支援しています。
　住宅を平成20年から22年末までに市内業者で新築および購入された40歳未満の方
で、本年度の固定資産税（建物）を完納された方は、商工振興課まで申請してください。
　その他、住宅のリフォームへの支援制度もあります。詳しくはお問い合わせください。

　

・高齢者や四肢に障がいのある方等が自宅で自立した生活を過ご
すことを目的に行う住宅のバリアフリー工事が対象

※同一世帯の方で、親族が所有する場合であっても工事の承諾が
　得られる住宅を含む ①市民の方で、市税等の滞納がないことが

条件になります。
②この事業の助成は、補助対象工事区分
（住宅のバリアフリー、予防バリアフ
リー、耐震補強、断熱構造化）ごとに１
回限りです。

③補助金の補助対象工事区分を2つまで併
用できますが、2つ目の対象工事区分は、
対象工事費の１／８の補助とし、補助限
度額は25万円までとします。

　ただし、バリアフリー工事と予防バリア
フリー工事の併用はできません。

④交付決定後の工事着工であること。
　（事前着工は認めませんが、やむを得な
い事情がある場合はご相談ください。）

⑤審査会において対象外と判断された経費
は対象工事費から除きます。

■住宅の予防バリアフリー New!!
・転倒骨折等による寝たきりを予防し、将来的に自立した生活を
過ごすことを目的に行う予防バリアフリー工事が対象。

・次のアからエまでのいずれかに該当する方
　ア　50歳以上の方
　イ　要介護または要支援の認定を受けている方
　ウ　障がいのある方
　エ　アからウまでに該当する親族と同居している方、
　　　または同居を予定している方
　▼対象となる工事
　　①通路等の拡幅、②階段の勾配の緩和、③浴室改良、
　　④トイレ改良、⑤手すりの取付け、⑥段差の解消、
　　⑦出入口の戸の改良、⑧滑りにくい床材料への取替え

■住宅のバリアフリー

　住宅・店舗・倉庫・工場の新築や増改築をされる場合に、市内
の事業所もしくは施工者（工務店等）により、高島市内産木材の
製材品を３㎥以上使用する木工事が対象
▼補助内容　製材品１㎥あたり２万円（補助限度額：60万円）
▼補助対象となる部材
　建物に使用する部材で、無垢材に限る。なお、仮設に使用する
　部材は除く。
▼補助対象となる樹種　スギ、ヒノキ、アテ

■住宅の耐震補強の支援制度
・木造住宅耐震診断に基づく診断を受けた住宅（昭和56年５月
31日以前の住宅）で、耐震診断判定評価点が1.0未満の住宅

・耐震診断の結果、総合評点が1.0未満の住宅において、市内の
登録業者に設計施工を請け負わせて行う【Ⓐ基礎の補強、Ⓑ壁
の補強、Ⓒ壁の配置】のいずれかの耐震補強で改修工事前に比
較して耐震性能が向上する耐震補強工事が対象

■住宅の断熱構造化
　住宅の断熱化構造を高める工事で、外気に面する壁や床、開口
部を断熱構造とする工事が対象

■高島地域材活用住まい手等補助金

●メニューと主な要件 ●補助対象工事

　いずれも市内の事業者により施工される
工事で、対象工事費が次のもの
　・耐震補強、バリアフリー
　　　　　　　　　…１００万円以上
　・予防バリアフリー　…50万円以上
　・断熱構造化工事　　…40万円以上

●補助金額

　対象工事費の25％以内で50万円を限
度（千円未満の端数は切り捨て）
※予防バリアフリーは25万円を限度
★補助金は、６割を現金で、４割を地域通
　貨「アイカ」でお支払いします。
　　　補助金額50万円の場合…
　　　　現金30万円、アイカ20万円分

●その他

例

※高島地域材活用住まい手等補助金につい
ては、上記要件は当てはまりません。

　詳しくはお問い合わせください。
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報11 2011・6・1 紙ごみ減量標語応募作品 「その一枚　ゴミになるかは　あなたしだい」　文野　礼菜（今　津）紙ごみ減量標語応募作品 「紙のごみ　減れば緑が　増えていく」　山尾　瑠香（今　津）

　

福
祉
医
療
費
受
給
券
（
乳
幼
児
を
除

く
）、
重
度
心
身
障
害
老
人
等
福
祉
助

成
券
お
よ
び
精
神
科
通
院
医
療
費
受
給

券
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
で
す
。

　

受
給
券
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
本
人

ま
た
は
保
護
者
な
ど
か
ら
の
申
請
が
必

要
で
す
。

　

申
請
が
な
い
場
合
は
、
受
給
資
格
を

喪
失
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
給
券
の
申
請
受
付

　
　

受
給
券
の
更
新
申
請
は
、
市
役
所

保
険
年
金
課
お
よ
び
各
支
所
の
窓
口

で
６
月
16
日
か
ら
30
日
ま
で
受
付
し

ま
す
。

　
　

な
お
、
現
在
、
受
給
券
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
に
は
、
個
別
に
更
新

手
続
き
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

▼
所
得
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

　
　

平
成
23
年
度
所
得
（
平
成
22
年
収

入
分
）
の
申
告
が
お
済
み
で
な
い
場

合
は
、
受
給
券
の
更
新
手
続
き
が
行

え
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

h
保
険
年
金
課

　
　

f（
２
５
）８
１
３
７

　

倒
産
・
解
雇
（
特
定
受
給
資
格
者
）

や
、
期
間
満
了
な
ど
に
よ
り
離
職
（
特

定
理
由
離
職
者
）
さ
れ
た
方
は
国
民
健

康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

▼
対　

象　

　
　

雇
用
保
険
受
給
者
証
に
次
の
離
職

理
由
コ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
て
い
る
方

▼
軽
減
措
置
の
概
要　

　
　

特
定
受
給
資
格
者
、
特
定
理
由
離

職
者
の
前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０

分
の
30
と
み
な
し
て
算
定
し
ま
す
。

▼
軽
減
期
間

　
　

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で

の
期
間
で
す
。

　

※
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を
受
け

る
期
間
と
は
異
な
り
ま
す
。

　

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
は
、
途

中
で
就
職
し
て
も
引
き
続
き
対
象

と
な
り
ま
す
が
、
会
社
の
健
康
保

険
に
加
入
す
る
と
終
了
し
ま
す
。

　

※
制
度
が
始
ま
る
前
１
年
以
内
（
平
成

21
年
３
月
31
以
降
）
に
離
職
さ
れ
た

方
は
、
平
成
22
年
度
に
限
り
国
民
健

康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

▼
手
続
き　

　
　
「
国
民
健
康
保
険
税　

特
例
対
象
被

保
険
者
等
申
告
書
」「
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
の
コ
ピ
ー
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

h
税
務
課　

f（
２
５
）８
１
１
６

　

高
島
市
農
業
委
員
会
委
員
の
一
般
選

挙
を
７
月
10
日
（
日
）
に
執
行
す
る
予

定
で
す
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
こ
の
選
挙

に
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
を
対

象
に
、
立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
日　

時　

６
月
10
日
（
金
）
10
時
〜

▼
会　

場　

新
旭
公
民
館

▼
そ
の
他　

会
場
の
都
合
に
よ
り
、
説

明
会
出
席
者
は
立
候
補
予

定
者
１
人
に
つ
き
２
人
ま

で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

h
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　

f（
２
５
）８
０
０
０

　

市
で
は
、
市
内
の
事
業
所
が
行
う
経

営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
の
設
備
投

資
、
市
内
雇
用
の
増
進
お
よ
び
労
働
環

境
の
改
善
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

※
平
成
24
年
度
ま
で
2
年
間
延
長
し
ま
す
。

【
設
備
投
資
奨
励
金
】

▼
奨
励
金
の
額

　
　

新
規
設
備
投
資
に
対
す
る
固
定
資

産
税
の
２
分
の
１
相
当
額
を
３
年
間

交
付
し
ま
す
。

▼
交
付
対
象

　
　

事
業
の
た
め
に
使
う
建
物
、機
械
・

器
具
・
備
品
等
を
新
設
も
し
く
は
増

設
さ
れ
、
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ

た
場
合
。(

今
年
度
は
、
平
成
20
年

か
ら
22
年
中
に
投
資
さ
れ
た
分
。)

▼
申
請
の
時
期

　
　

平
成
23
年
度
分
の
固
定
資
産
税
を

全
額
納
付
さ
れ
た
後
、
平
成
24
年
３

月
31
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
雇
用
増
進
奨
励
金
】

▼
奨
励
金
の
額

　
　

増
加
し
た
市
内
従
業
員
一
人
当
た

り
10
万
円
（
障
が
い
者
は
20
万
円
）

を
交
付
し
ま
す
。

▼
交
付
対
象

　
　

基
準
日
（
１
月
１
日
）
前
１
年

間
で
市
内
従
業
員
を
増
員
し
た
企
業

(

今
年
度
は
、
平
成
23
年
１
月
１
日

と
平
成
24
年
１
月
１
日
を
比
較
。）

　
　

な
お
、
常
時
雇
用
す
る
従
業
員
数

に
よ
っ
て
要
件
が
異
な
り
ま
す
。

　

・
10
人
以
下
の
企
業　

１
人
以
上
増
員

　

・
11
〜
20
人
の
企
業　

２
人
以
上
増
員

　

・
21
人
以
上
の
企
業　

５
人
以
上
増
員

　
（
注
）
常
時
雇
用
す
る
従
業
員
数
は

基
準
日
の
１
年
前
の
市
内
事

業
所
に
お
け
る
総
従
業
員
数

に
よ
り
判
断
し
ま
す
。

▼
申
請
の
時
期

　

平
成
24
年
１
月
１
日
〜
３
月
31
日

　【
労
働
環
境
改
善
助
成
金
】

▼
助
成
金
の
額

　
　

施
設
整
備
に
必
要
な
経
費
の
10
分

の
１
以
内
の
額
を
交
付
し
ま
す
。（
単

年
度
一
企
業
当
た
り
の
限
度
額
は

３
０
０
万
円)

▼
交
付
対
象

　

①
従
業
員
宿
舎

　

②
付
属
福
利
厚
生
施
設

　

③
駐
車
場

　

④
緑
地

　

⑤
託
児
所

　

⑥
託
老
所
な
ど

　
　

従
業
員
の
福
利
厚
生
施
設
の
整
備

で
、事
業
費
が
１
件
１
０
０
万
円（
従

業
員
20
人
以
下
の
企
業
に
あ
っ
て
は

50
万
円
）
以
上
の
年
度
内
に
完
了
す

る
事
業

▼
申
請
の
時
期

　
　

事
業
に
着
手
す
る
前
に
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

※
平
成
23
年
度
の
第
１
回
審
査
会

は
、
７
月
初
旬
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
整
備
の
計
画
を
さ
れ
て
い
る

企
業
様
は
６
月
末
ま
で
に
交
付
申

請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
奨
励
金
お
よ
び
助
成
金
は
２
分
の
１

を
地
域
通
貨
ア
イ
カ
で
支
払
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

h
商
工
振
興
課

　
　

f（
２
５
）８
５
１
４

　

平
成
24
年
度
に
使
用
さ
れ
る
小
中
高

等
学
校
教
科
書
の
見
本
を
展
示
し
ま

す
。

▼
日　

時　

６
月
10
日(

金)

　
　
　
　
　
　

 

〜 

７
月
６
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
〜
18
時

　
　
　
　
　
（
７
月
６
日
は
15
時
ま
で
）

▼
場　

所　

今
津
図
書
館

　
　
　
　
　
（
木
曜
日
休
館
）

　

h
学
校
教
育
課

　
　

f（
３
２
）４
４
７
１

　

平
成
23
年
度
高
島
市
職
員
採
用
試
験

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

《
上
級
一
般
事
務
職　

若
干
名
》

　

・
学
歴　

不
問

　

・
年
齢　

昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら

　
　
　
　
　

平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で

　
　
　
　
　

に
生
ま
れ
た
方

▼
第
１
次
試
験

　

・
期
日　

７
月
24
日
（
日
）

　

・
会
場　

新
旭
公
民
館

　

・
方
法　

教
養
試
験

　
　
　
　
　
　
（
大
学
卒
業
程
度
）

　
　
　
　
　

専
門
試
験
（
行
政
）

※
第
１
次
試
験
合
格
者
を
対
象
に
第
２

次
試
験
を
８
月
下
旬
に
行
い
ま
す
。

　

最
終
合
格
者
発
表
は
９
月
中
旬
の
予

定
で
す
。

▼
受　

付

　

・
期
間　

６
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
24
日
（
金
）

　

・
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　

・
場
所　

市
役
所
職
員
課

　

h
職
員
課

　
　

f（
２
５
）８
５
２
５

○特定受給資格者
コード 離　　職　　理　　由
11 解雇
12 天災等の理由により事業の継続が不可能になったことによる解雇
21 雇止め（雇用期間３年以上雇止め通知あり）
22 雇止め（雇用期間３年未満更新明示あり）
31 事業主からの働きかけによる正当な理由のある自己都合退職
32 事業所移転等に伴う正当な理由のある自己都合退職
○特定理由離職者
コード 離　　職　　理　　由
23 期間満了（雇用期間３年未満更新明示なし）
33 正当な理由のある自己都合退職
34 正当な理由のある自己都合退職（被保険者期間12か月未満）

お詫びと訂正

　広報たかしま５月号に以
下の誤りがありました。
　訂正のうえ心からお詫び
いたします。

上記以外の方は該当しません。

（正）　    423万円
（誤）    4,230万円

▼Ｐ10「３月補正予算の
概要」記事の「ＯＢＣ高島
後援会活動奨励金」の金額

▼Ｐ７「市民体育大会ス
キー競技会」記事の選手名

（正）大辻　陸人
（誤）大辻　俊也

《男子１組（５・６年生）》

（正）久保井長幸
（誤）久保井昭次

《男子３組（45歳以上）》

福
祉
医
療
受
給
券
な
ど
の

更
新
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す

非
自
発
的
失
業
者
の

国
民
健
康
保
険
税
の
負
担

軽
減
制
度

設
備
投
資
・
雇
用
増
進
な
ど

が
ん
ば
る
企
業
を
支
援
し
ま
す

教
科
書
展
示
会

高
島
市
職
員
採
用
試
験

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

お知らせ
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　4月30日から5月2日まで
の三日間、支援物資の搬送と
現地視察のため、東日本大震
災の被災地である岩手県宮古
市へ行って参りました。
　市民の皆様からお寄せいた
だきました支援物資をお届け
して以来、2度目の搬送とな

る今回は、現地から新たに支
援の要望が出ている春夏もの
衣類をはじめ、野菜ジュース
や漬物、洗剤などを7か所の
避難所に直接お届しました。
現地では、避難所によって、
物資が充足しているところと
そうでないところがあるとい

う状況や、1本
の道路を境に家
がなくなり、瓦
礫の状態が続い
ている惨状など
を目の当たりに
し、災害支援、
災害復興におけ
る問題点や課題
を感じて戻って
参りました。

　現場には、行かなければ見
えてこないこと、聞くことが
できないこと、感じられない
ことがあります。“百聞は一見
にしかず”と言いますが、“百
見は一行にしかず”ではない
でしょうか。百回見るよりも
一回実行・行動する。市政に
おいても、現場の意見を聞き、
現場で相談し物事を進めて参
りたいと考えています。

紙ごみ減量標語応募作品 「紙ごみは　すぐに捨てずに　リサイクル」　中島　竜人（今　津）

実寸大！　ガリバーの靴届く

　4月26日（火）、ガリバー旅
行村に、長さ 5m、幅 2m、高
さ2.5mという巨大な靴が届き
ました。
　この靴は、映画「ガリバー旅
行記」のキャンペーン用に作成
されたもので、東日本大震災の
被災地の一刻も早い復旧・復興
を願う多くの方々のメッセージ
が記されています。
　ガリバー旅行村では、開村期
間中の８月末まで、管理棟前の
広場に展示し、施設利用者に、
多くの方々からのメッセージに
込められた想いとガリバーの大
きさを感じてもらえればと、期
待を寄せていました。

（企画広報課）

市長の手帳

市内4農協と災害時応援協定締結
　4月25日（月）、マキノ町、今
津町、西びわこ、新旭町の市内4
農協と災害時の応急対策に関する
協定を締結しました。この協定に
より、市内に地震や風水害、その
他の災害が発生した場合、

　について、市の協力要請に応じて応援をいただけることになりました。
　市では、市町や民間事業者、団体と次のとおり災害時の応援協定を締結し、災害時におけ
る人的・物的支援についての協力体制を確保しています。

（総合防災課）

締結期日 協　　　　　　定　　　　　　名 協　定　締　結　先

平成17年６月22日 災害時における生活物資の調達に関する協定 生活協同組合コープしが

平成17年９月１日 災害時における相互応援協定 大阪府吹田市

平成17年11月24日 災害時における応急救援活動への応援に関す
る協定

社団法人
滋賀県建設業協会高島支部

平成18年４月25日 災害時の相互応援に関する協定 大阪府守口市

平成19年２月20日 災害時の相互応援に関する協定 福井県若狭町

平成20年７月２日 災害時における電気設備の応急復旧の応援に
関する協定 滋賀県電気工事工業組合

平成20年８月１日 災害時の相互応援に関する協定 福井県小浜市

平成20年８月20日 アマチュア無線による災害時応援協定 高島アマチュア無線
非常通信ネットワーク

平成21年11月26日 エルピーガスに係る災害応援復旧に関する協定 社団法人
滋賀県エルピーガス協会高島支部

平成22年３月30日 災害時の医療救護活動に関する協定 高島市医師会、高島市歯科医師会、
高島市薬剤師会

平成22年６月23日 災害時における物資等の輸送に関する協定書 社団法人
滋賀県トラック協会湖西支部

平成23年４月25日 災害時の応急対策に関する協定書

マキノ町農業協同組合
今津町農業協同組合
西びわこ農業協同組合
新旭町農業協同組合

・避難場所や集積場所としての施
設提供

・調達や製造可能な物資の提供
・救出救助に用いる重機や資機材
の提供

・その他応急対策業務

紙ごみ減量標語応募作品 「救助せよ!　みんなのお金と　紙たちを」　青谷　望美（今　津）

百聞は一見にしかず、
　一見は一行にしかず

（行動）



　

子
育
て
を
し
て
い
る
と
「
子
ど
も
を
し
つ
け
る
時
、
ど
ん

な
言
い
方
や
行
動
を
す
る
と
良
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。」
な
ど

と
、
考
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

子
育
て
の
中
で
の
出
来
事
を
テ
ー
マ
に
、
参
加
者
と
ス

タ
ッ
フ
が
話
し
な
が
ら
一
緒
に
考
え
て
い
く
場
「
子
育
て

ほ
っ
と
タ
イ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
▼
対　

象　

未
就
園
児
の
保
護
者

　
　
　
　
　
（
お
子
さ
ん
は
ス
タ
ッ
フ
と
遊
び
ま
す
の
で
、 

 

一
緒
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。）

▼
会　

場　

各
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
日　

程　

６
月
７
日
（
火
）
朽
木
地
域

　
　
　
　
　
　
　

23
日
（
木
）
マ
キ
ノ
地
域

　
　
　
　
　

７
月
４
日
（
月
）
新
旭
地
域

　
　
　
　
　
　
　

11
日
（
月
）
安
曇
川
地
域

▼
時　

間　

10
時
30
分
〜
12
時

▼
テ
ー
マ　
「
イ
ラ
イ
ラ
し
た
時
ど
う
し
よ
う
」

※
申
込
不
要

※
８
月
以
降
の
日
程
お
よ
び
テ
ー
マ
は
、
各
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
・
保
健
セ
ン
タ
ー
・
子
ど
も
家
庭
相
談
課
に
置
い

て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

h
子
ど
も
家
庭
相
談
課　

f（
２
５
）８
５
１
７

「
子
育
て
ほ
っ
と
タ
イ
ム
」

　
　
　
　
　
　
　

を
開
催

子
育
て
を
一
緒
に
考
え
る
場

　

愛
隣
保
育
園
で
は
、
未
就
園
児
の
子
育

て
を
し
て
お
ら
れ
る
方
を
対
象
に
、
４
月

か
ら
「
あ
い
あ
い
ひ
ろ
ば
」
を
開
室
し
ま

し
た
。

　

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ど
、
家
族
の
皆
さ

ん
が
気
軽
に
集
い
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ

げ
る
交
流
の
場
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

部
屋
や
園
庭
、
乳
児
用
テ
ラ
ス
で
遊

ん
だ
り
、
簡
単
な
工
作
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
を
し
た
り
、
紙
芝
居
、
手
遊
び
、

ふ
れ
あ
い
遊
び
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
、
誕
生
会
、
身
体
計
測
、

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
要
予
約
）、
親
子

ク
ッ
キ
ン
グ
、
お
も
ち
ゃ
作
り
、
離
乳
食

教
室
（
要
予
約
）
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

を
考
え
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

h
愛
隣
保
育
園

　
　

f（
２
２
）１
７
７
１

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
２
２
）１
７
７
１

（
２
２
）１
７
７
１

愛
隣
保
育
園

﹁
あ
い
あ
い
ひ
ろ
ば
﹂

　

日　

時　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　

10
時
〜
15
時

　

場　

所　

愛
隣
保
育
園
内　

　
　
　
　
　
「
あ
い
あ
い
ひ
ろ
ば
」

　
　
　
　
　
（
園
舎
向
か
っ
て
右
側
に
専
用　

　
　
　
　
　

  

入
口
が
あ
り
ま
す
。）

　

対　

象　

未
就
園
児
と
そ
の
家
族

　

参
加
費　

無
料
（
活
動
に
よ
っ
て
は
有
料
）

　
「
高
島
こ
ど
も
の
宿
（
通
学
合

宿
）」
事
業
は
４
年
目
を
迎
え
、

今
ま
で
に
54
自
治
会
の
子
ど
も

た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
高
島
こ
ど
も
の
宿
」
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
集
会
所

等
に
泊
ま
り
、〝
自
分
の
こ
と
は

自
分
で
す
る
こ
と
〞
を
基
本
に

共
同
生
活
を
送
り
な
が
ら
学
校

へ
通
い
ま
す
。
こ
れ
を
大
人
た

ち
が
見
守
り
、
支
援
す
る
こ
と

で
、
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る

環
境
が
整
え
ら
れ
ま
す
。

　

参
加
し
た
児
童
か
ら
は
「
み

⑧放課後の子どもたちん
な
と
一
緒
に
泊
ま
れ
て
楽
し
か
っ

た
」、
大
人
か
ら
は
「
大
変
そ
う
に
思
っ

て
い
た
が
、
意
外
に
子
ど
も
は
自
分
で

で
き
る
こ
と
が
多
く
感
心
し
た
」「
地
域

の
大
人
同
士
の
交
流
も
で
き
た
」
な
ど

の
感
想
を
聞
い
て
い
ま
す
。「高島こどもの宿」につ

いてのお問い合わせは、
社会教育課青少年育成室
（f32ー4458）まで

火おこしに挑
戦

　議　案
・高島市就学指導委員会委員の委
嘱等について

・高島市立学校結核対策委員会委
員の委嘱等について

・高島市立学校の学校薬剤師の委
嘱について

・高島市学校給食運営委員会委員
の委嘱等について

・高島市少年センター運営委員会
委員の委嘱等について

・高島市少年補導協力員の委嘱等
について

・高島市図書館協議会委員の任命
について

　主な協議、報告事項
・平成23年度高島市立学校学校
評議員について

・平成22年度教育研究所調査研
究事業について

第４回定例会報告
４月25日開催

　

教
育
委
員
会
で
は
、
高
島
市
総
合
計

画
の
主
要
政
策
方
針
「
心
の
か
よ
う
人

づ
く
り
」
に
基
づ
き
、
教
育
行
政
基
本

方
針
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
本
方
針
は
、『
学
校
、
家
庭
、

地
域
社
会
が
連
携
、
協
働
し
て
、
幼
児

か
ら
高
齢
者
ま
で
の
す
べ
て
の
市
民
が

夢
や
希
望
、
目
標
を
持
ち
、
生
き
方
を

主
体
的
に
考
え
、
行
動
で
き
る
力
を
育

む
高
島
の
〝
志
の
教
育
〞』
を
推
進
す
る

た
め
、
３
つ
の
基
本
目
標
と
６
つ
の
分

野
の
取
り
組
み
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
。

【
基
本
目
標
】

◎
や
さ
し
さ
と
志
を
も
ち
、
創
造
力
・
行

動
力
の
あ
る
人
づ
く
り

◎
地
域
の
風
土
と
特
色
を
生
か
し
た
文

化
づ
く
り

◎
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
明
る
く
健
康
的

な
教
育
環
境
づ
く
り

【
各
分
野
の
取
り
組
み
テ
ー
マ
】

○
や
さ
し
く
、
強
く
、
志
を
も
っ
た
高

島
の
子
を
育
て
る
学
校
教
育
の
充
実

○
人
と
人
を
つ
な
ぎ
、
明
る
い
地
域
を

つ
く
る
社
会
教
育
の
推
進

○
地
域
で
育
む
青
少
年
教
育
の
推
進

○
文
化
財
の
保
存
、
活
用
と
地
域
文
化

の
継
承
、
発
展

○
楽
し
く
健
康
な
生
活
を
営
む
地
域
の

活
性
化
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

○
教
育
の
環
境
の
整
備
と
教
育
体
制
・

教
育
諸
条
件
の
充
実
お
よ
び
教
育
推

進
上
の
支
援

　

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
取
り
組
み

テ
ー
マ
に
よ
り
実
施
す
る
事
業
内
容
を

毎
年
度
見
直
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、
小
中
一
貫
教
育
、
子

ど
も
の
読
書
活
動
、
父
親
対
象
の
家
庭

教
育
支
援
、
こ
ど
も
の
宿
事
業
な
ど
に

重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

高
島
の『
志
の
教
育
』を
推
進

平
成
23
年
度

教
育
行
政
基
本
方
針

　

今
年
度
は
、
す
で
に
12
団

体
が
実
施
を
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　

を
開
催

紙ごみ減量標語応募作品 「もったいない　紙ゴミ捨てずに　リサイクル」　松井　竹子（新　旭） 紙ごみ減量標語応募作品 「紙ごみも　視点を変えれば　資源なり」　中西　萌伊（今　津） 広
報2011・6・1 14広

報15 2011・6・1

４月に開催しました定例教育委員会についてお知らせします。

教育委員会informationに対するご意見等は、高島市教育委員会事務局教育総務課 f（32）1132 までお気軽にお寄せください。
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ひと
手間か

けて、「リサイクルでき
る
紙
」

ごみ減量
大作戦

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
紙

震
災
に
乗
じ
た

迷
惑
メ
ー
ル
に
注
意
！

娘の携帯電話に、友人から震
災募金への協力を求めるメー
ルが届き、同じ内容を10人
にメールするように書かれて
いた。

自宅のパソコンに地震の義援金
を募るメールが届いた。民間ボ
ランティアとして義援金を受け
付けているという内容だが、振
込先が会社名義の口座になって
いた。

携帯電話に「地震速報」とい
うタイトルのメールが届い
た。メールを確認すると「詳
細情報はこちら」とあったた
め、貼付されていたアドレス
（ＵＲＬ）をクリッ
クしたところ、出会
い系サイトにつな
がってしまった。

義援金を送る場合は、信用
できる団体であることを確
かめてから送るようにしま
しょう。

「他の人に知らせてくださ
い」と不特定多数への転送
を求めるチェーンメール
は、内容の真偽が不明であ
り、転送すると迷惑メール
となるので、絶対にやめま
しょう。

震災に関連した内容であっ
ても、心当たりのない電子
メールの開封やその中にあ
るアドレス（ＵＲＬ）のク
リックはよく考えてから行
いましょう。

【注意点】 【注意点】 【注意点】

　日時　６月13日（月）
　　　　　13時30分～16時30分
　場所　朽木支所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　消費者と事業者との契約に関することで
お困りのことや、消費生活に関してわから
ないことなど、消費生活相談員がご相談を
お受けします。予約は不要で、先着順です。
お気軽にご相談ください。
※この日に限らず、市役所本庁で消費生活相談窓口
を開設しています。

　h生活相談課　f（25）8125

消費生活出張相談

紙
に
も
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
、「
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

る
紙
」
と
「
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
紙
」
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
「
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
紙
」
の
特
集
で
す
。

ひと手間をかけて、「燃やせるごみ」から「資源」へと変身させましょう。
ゴミの分別で分からないことは、ごみ減量推進室へお問い合わせください。
　h環境政策課　ごみ減量推進室　f（25）8123

　ナイロン部分を取り除くことで、箱は
「リサイクルできる紙」になります。
　ナイロン部分は「燃やせるごみ」に。

テッシュペーパーの箱

食品用ラップの箱と芯
　ラップの箱に金属製の刃が
ついている場合は取り除き、
芯と一緒に「その他古紙」に。
　取り除いた金属製の刃は
「燃えないごみＢ類」（小型金
属類等）になります。

　
「
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
紙
」
は
、
コ
ピ
ー
用
紙
、
雑
誌
、
包
装
紙
、

書
籍
、
図
書
、
半
紙
・
画
用
紙
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
割
り
箸
の
袋
、
古

く
な
っ
た
ノ
ー
ト
、
使
わ
な
く
な
っ
た
教
科
書
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
の
芯
な
ど
で
す
。

　

し
か
し
、
ほ
か
に
も
ひ
と
手
間
か
け
る
こ
と
で
、
今
ま
で
燃
や
せ
る

ご
み
な
ど
に
出
し
て
い
た
紙
ご
み
を
「
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
紙
」
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

その他古紙

体力テスト紹介Part ３
～自分の体力年齢に興味をもちましょう～“運動しよう”

　今回は、新体力テストの中から３項目をご紹介。年齢区分20歳から64歳までの「20ｍシャトルラン」、
「急歩」と、65歳から79歳までの「10ｍ障害物歩行」です。挑戦してみましょう。

10ｍ障害物歩行 （65歳～ 79歳）

急歩 （20歳～ 64歳）20mシャトルラン （20歳～ 64歳）20mシャトルラン （20歳～ 64歳） 急歩 （20歳～ 64歳）

10ｍ障害物歩行 （65歳～ 79歳）

男子1,500m、女子1,000m
歩走路（トラック）を使用し、い
ずれかの足が常に地面について
いるようにして急いで歩きます。

スタートの合図からゴールライ
ン上に胴（頭、肩、手、足ではない）
が到達するまでにかかった時間
を計測します。

記録は秒単位とし、秒未満は切
り上げます。

１

２

３

スタートライン上の障害物の中央後方にできるだけ近づいて、両足をそろえて立ちます。
スタートの合図によって歩き始め、６個の障害物をまたぎ越します。10m（ゴール）地点
の障害物をまたぎ越して、片足が地面についた時点をゴールとします。　

走ったり、飛び越した場合は、やり直します。
障害物を倒した場合はそのまま続けます。

スタートの合図から最後の障害物をまたい
だ足が床に着地するまでの時間を計測しま
す。記録は1/10秒単位とし、1/10秒未
満は切り上げます。

１

２
３

テスト用ＣＤを再生します。
※ＣＤは市民スポーツ課にあります。

一方の線上に立ち、テスト開始を告げる５秒間
のカウントダウンの後の電子音によりスタート
します。

一定の間隔で１音ずつ電子音が鳴ります。電子
音が次に鳴るまでに20ｍ先の線に達し、足が
線を越えるか触れたらその場で向きを変え、こ
の動作を繰り返します。電子音の前に線に達し
てしまった場合は、向きを変え電子音を待ち、
電子音が鳴ったら走り始めます。

設定された電子音の間隔がだんだん短くなって
いくので、その間隔についていくようにします。
ついていけなくなったり、２回続けてどちらか
の足で線に触れることができなくなったときに
テストを終了します。

テスト終了時に折り返しの総回数を記録とします。

１
２

３

４

５

障害物は、10cm×20cm×50cmの
立方体で、軽量で安全なもの。２ｍ間
隔で、２個並べて設置します。

20mシャトルラン　　　　　　　　　　　　　　    （回）
年齢 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60-64
男 68.9 61.7 55.2 50.9 46.0 41.6 37.1 31.3 25.3
女 35.8 32.9 29.4 29.7 27.6 25.3 21.0 18.0 14.8

急歩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （秒）
年齢 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60-64
男 671.2 690.6 711.6 716.4 721.3 727.9 740.8 761.6 787.7
女 520.5 531.9 530.2 533.1 530.6 539.5 542.3 555.2 572.9

10ｍ障害物歩行   （秒）
年齢 65-69 70-74 75-79
男 82.0 67.2 48.4
女 77.5 60.3 40.7

【全国平均値】

h市民スポーツ課
　f（32）4459

紙ごみ減量標語応募作品 「メタボから　スリムにしよう　ゴミ袋」　久保田　晃（マキノ）紙ごみ減量標語応募作品 「燃やさずに　仕わけのひと手間　資源の宝」　江良　幸子（新　旭）

20m間隔の並行した線。線の両端にポールを立てます。
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●マキノ保健センター
●安曇川保健センター
●高島保健センター

●今津保健センター
●朽木保健センター
●新旭保健センター

… f（27）1128
… f（32）4413
… f（36）8008

… f（22）5101
… f（38）3111
… f（25）8110

連　絡　先
各種健診や食に関する相談、健康に関することなどお気軽にお電話ください。（平日8時30分～17時15分）

（朽木支所）

健康相談や乳幼児の健診などの日程は、「たかしま健康だより」か市のホームページをご覧ください !

58

がん検診を受けましょう！
　

１
年
に
１
度
は
大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
実
施
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、「
た

か
し
ま
健
康
だ
よ
り
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

あなたとあなたの家族のために
がん検診を受けましょう！
　我が国において「がん」は、昭和56年から死亡原因の第１位で、死亡者数は年間30万人を超えて
います。がんは早期発見・早期治療が大切です。がんで命を落とさないために、検診を受けましょう。

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
「
が
ん
検
診
」

　

高
島
市
で
は
、
５
月
か
ら
胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
集
団
検
診
と
、
医
療
機
関
で
の
個
別
検
診
（
胃
が
ん
検
診
を
除
く
）
を
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、「
た
か
し
ま
健
康
だ
よ
り
」
で
日
程
や
申
込
方
法
を
ご
確
認
の
上
、
が
ん
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
個
別
大
腸
が
ん
検

診
の
受
診
方
法
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

・
大
腸
が
ん
の
容
器
の
受
け
取
り
、
容
器
の
提

出
と
自
己
負
担
金
の
納
付
が
直
接
医
療
機
関

で
で
き
ま
す
。

・
３
月
31
日
ま
で
受
診
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
、
女
性
特
有
の
が
ん
（
乳
が
ん
・
子

宮
頸
が
ん
） 

の
早
期
発
見
と
受
診
率
向
上
の
た
め
、
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
女
性

特
有
の
が
ん
検
診
に
加
え
、
大
腸
が
ん
検
診
も
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
方
に
は
、

「
ク
ー
ポ
ン
券
」
や
「
検
診
手
帳
」
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
が
ん
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　

子
宮
頸
が
ん

　
　

20
歳
、
25
歳
、
30
歳
、
35
歳
、
40
歳

　

乳
が
ん

　
　

40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、
60
歳

　

大
腸
が
ん
（
男
性
も
対
象
）

　
　

40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、
60
歳

　
　

※
平
成
23
年
4
月
1
日
現
在
の
満
年
齢

【
受
診
の
な
が
れ
】

市
か
ら
検
査
結
果
通
知

医
療
機
関
へ
容
器
提
出
お
よ

び
自
己
負
担
金
を
納
め
る

採　

便

（
３
日
の
内
２
日
分
の
便
を
採
便
）

（
医
療
機
関
も
し
く
は
各
保
健
セ
ン

タ
ー
（
朽
木
は
朽
木
支
所
））

大
腸
が
ん
の
容
器
受
け
取
り

【
既
に
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
た
方
】

　

対
象
と
な
る
方
で
、
今
年
度
市
が
実
施
し
た
検
診
を
す

で
に
お
受
け
に
な
っ
た
方
は
、
検
診
費
用
を
お
返
し
し
ま

す
。
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

★
持
ち
物　

ク
ー
ポ
ン
券
、
領
収
書
、
印
鑑

　
　
　
　
　
　

振
り
込
み
先
口
座
の
わ
か
る
も
の

医
療
機
関
で
の
大
腸
が
ん
検
診
が

受
診
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
！

本
年
度
も
配
布
し
ま
す
！

無
料
ク
ー
ポ
ン
券

20歳（平成２年４月２日～平成３年４月１日）
25歳（昭和60年４月２日～昭和61年４月１日）
30歳（昭和55年４月２日～昭和56年４月１日）
35歳（昭和50年４月２日～昭和51年４月１日）
40歳（昭和45年４月２日～昭和46年４月１日）

45歳（昭和40年４月２日～昭和41年４月１日）
50歳（昭和35年４月２日～昭和36年４月１日）
55歳（昭和30年４月２日～昭和31年４月１日）
60歳（昭和25年４月２日～昭和26年４月１日）

クーポン
券 配 布
対象者の
生年月日

北部地域包括支援センター　f(22)0193
北部健康福祉センター　　　f(22)5101

南部地域包括支援センター　f(32)2520
南部健康福祉センター　　　f(32)4413

マキノ
今　津
新　旭

朽　木
安曇川
高　島

健康、福祉、介護などの相談をお受けしています。

お越しください！
家族介護教室へ
　介護中の方や、介護に関心のある方々を対象に「家族介
護教室」を開催します。専門家を交えて学習したり、介護
者同士の情報交換などを行い、日々の悩みや疑問を解消し
ませんか。午前・午後のみの参加も受け付けています。

【
第
１
回
】

　

開
催
日　

６
月
８
日
（
水
）

　

時　

間　

10
時
30
分
〜
15
時

　

場　

所　

今
津
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

内　

容

　
　

①
介
護
の
体
験
談
（
家
族
会
代
表
者
）

　
　

②
認
知
症
に
つ
い
て
の
お
話
・
座
談
会

　

講　

師　

琵
琶
湖
病
院　

松
田
桜
子
医
師

【
第
２
回
】

　

開
催
日　

６
月
28
日
（
火
）

　

時　

間　

11
時
〜
15
時

　

場　

所　

マ
キ
ノ
保
健
セ
ン
タ
ー

　

講　

師　

山
崎
雅
也
認
知
症
専
門
指
導
師

【
第
３
回
】

　

開
催
日　

７
月
10
日
（
日
）

　

時　

間　

11
時
〜
15
時

　

場　

所　

新
旭
保
健
セ
ン
タ
ー

　

講　

師　

渡
辺
哲
弘
認
知
症
専
門
指
導
師

【
第
４
回
】

　

開
催
日　

７
月
22
日
（
金
）

　

時　

間　

11
時
〜
15
時

　

場　

所　

Ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ 

Ｃコ

ー

ジ

ー

ｏ
ｚ
ｙ
（
今
津
）

　

講　

師　

渡
辺
哲
弘
認
知
症
専
門
指
導
師

いきいき元気館のマシンを使って、体力と気力を保とう！

対　　象　65歳以上の方
内　　容　自分の体力に合った運動を実践する12回の教室
　　　　　（いきいき元気館のマシンを利用した運動教室）
実 施 日　６月16日（木）～９月１日（木）
　　　　　毎週木曜日（全12回）10時～12時
場　　所　いきいき元気館（新旭）
費　　用　毎回300円（施設利用料）　　定　　員　15人
申込期間　６月13日（月）まで  　　 　 申込方法　電話
※送迎はありません。
　h・i 今津保健センター　　f（22）5101
　　　　安曇川保健センター　f（32）4413

介護予防カレッジ

▼
参
加
費

　

１
、０
０
０
円
程
度
（
昼
食
代
）

▼
申
込
方
法

　

電
話

　
（
開
催
日
前
日
ま
で
に

　
　

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
）

　

渡
辺
哲
弘
認
知
症
専
門
指
導
師

　

山
崎
雅
也
認
知
症
専
門
指
導
師

認知症の方への接し方や介護について、
講師を交えて情報交換しましょう。

【参加者の声】
「先生の話を聞いて肩の荷が下りた」
「聞きたいことが聞けて良かった」

日曜日の開
催です！
ぜひお越し
ください。

紙ごみ減量標語応募作品 「15億　紙ゴミ活かして　市政に戻そう」　北野　弥美（新　旭）紙ごみ減量標語応募作品 「豆つぶほどの紙きれも　資源が目を出す第１歩」　藤原　芳美（今　津）

　

h
健
康
推
進
課　

f（
２
５
）８
０
７
８



蜂蜂
に
刺
さ
れ
た
と
き
の

　

救
急
処
置

に
刺
さ
れ
た
と
き
の

　

救
急
処
置

　少しずつ暖かくなり、山などへ出かける機会が多くなる季節を迎えました。そ
こで気をつけなければいけないのが蜂刺されです。
　日本にいる蜂は、大きく分けて「ミツバチ」「アシナガバチ」「スズメバチ」の
３種類です。今回は、これらの蜂に刺されたときの症状と応急処置をご紹介します。

蜂は大きく分けて３種類

応急処置 アナフィラキシーショック

ミツバチ
　痛みを伴いますが、
痛みそのものはすぐに
治まります。刺された
患部には、針が刺さっ
て残っているので抜き
ましょう。また、直後
の症状としては、刺さ
れたところが若干赤く
腫れます。

足長バチ
　ミツバチに刺された
時よりも大きな痛み
と、大きく赤い腫れが
症状として残ります。
重症の場合、じんまし
ん・発熱・嘔吐などの
症状がみられることも
あります。

スズメバチ
　激痛が走り、患部か
ら広範囲に赤く腫れま
す。重症の場合、発熱、
嘔吐、呼吸困難、肝機
能障害が起こることも
あります。また、アナ
フィラキシーショック
症状に陥ると命の危険
性も出ます。

　アナフィラキシーショックは、人
体の免疫機構に備わった「抗原抗体
反応」により引き起こされるアレル
ギー反応の一つで、次のような症状
が起こります。
・気分が悪い（腹痛、下痢、悪寒、
頭痛、めまい）全身に湿疹や熱、
むくみ

・重症化して息苦しい、
物が飲めない、意
識がはっきりしな
くなる。

　蜂に襲われたときは、近くに巣が
あるかもしれないので場所を離れる
ことが先決です。
　針を抜き、刺された個所の周囲を
強くつまみ毒を出すか、吸い出しま
しょう。そして、水で洗い、冷やし
ましょう。
※吸い出した毒は吐き出し、飲み
込まないように注意してくださ
い。
※ミツバチは刺した個所に針を残
しますが、アシナガバ
チ、スズメバチは針は
残しません。

ど
の
よ
う
な
蜂
で

あ
っ
て
も
刺
さ
れ
た
と

き
は
早
め
に
医
療
機
関
へ

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

刺されないために
・蜂は黒いものを攻撃しますので、白いもので髪の毛を隠したり、
白いものを着ることで予防ができます。

・蜂が人を刺すというのは、基本的に防衛本能が働いたときに起
こります。こちらが攻撃をしたりしなければ蜂も攻撃してきま
せん。巣に近寄ったり、巣の近くで急に走り出したり、ゆすっ
たりしないようにしましょう。

　h公立高島総合病院　f（36）0220

外 科

　武
たけだ

田　佳
よしひさ

久　　医師

　５月1日付けで常勤医師が
就任しました。

就任医師の紹介

蜂蜂蜂蜂蜂蜂蜂蜂　
救
急
処
置

　

救
急
処
置

　

救
急
処
置

　

救
急
処
置

３種類です。今回は、これらの蜂に刺されたときの症状と応急処置をご紹介します。

追納をオススメします

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額

免
除
・
一
部
納
付
）・
若
年
者
納
付

猶
予
・
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受

け
ら
れ
た
期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険

料
を
全
額
納
め
た
と
き
よ
り
も
老
齢

基
礎
年
金
の
受
け
取
り
額
が
少
な
く

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

め
る
（
追
納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

追
納
さ
れ
る
と
、
そ
の
期
間
は
納
付

さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
当
初
か
ら
保

険
料
の
納
付
が
あ
っ
た
場
合
と
同
じ

扱
い
に
な
り
ま
す
。
満
額
の
老
齢
基

礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
も
、
追

納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

国民年金保険料の免除期間・納付猶予期間がある方へ

h
保
険
年
金
課

f
（
２
５
）８
１
３
７

こんなときには届出が必要です
　

国
民
年
金
の
届
出
は
加
入
す
る
時
だ
け
で
な
く
、
被
保
険
者
の
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
に
も
必
要

で
す
。
も
し
、
届
出
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け
取

れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

免
除
等
の
承
認
を
受
け
ら
れ

た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し

て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
さ
れ

る
と
、
当
時
の
保
険
料
額
に
一

定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、追
納
す
る
場
合
に
は
、

先
に
経
過
し
た
月
の
分
か
ら
順

次
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

○第1号被保険者…
　　（対　　象）自営業や農業・漁業の方とその配偶者、20歳以上の学生、 
 フリー ター
　　（手続窓口）市役所の保険年金課・各支所
○第2号被保険者…
　　（対　　象）会社や官公庁にお勤めの方（厚生年金や共済組合に加入
 している方）
　　（手続窓口）会社、官公庁
○第3号被保険者…
　　（対　　象）国民年金の第2号被保険者に扶養されている配偶者
　　（手続窓口）配偶者の勤務先

届出が必要なとき 異動の内容 持ち物 届出先

20歳になった
とき
 厚生年金や共済年金
 加入者を除く。

第１号被保険者と
なります。 印　　鑑

市役所保
険年金課
・各支所

退職したとき
 厚生年金や共済年金
 加入者の場合

第２号被保険者か
ら第１号被保険者
になります。
第３号被保険者に      
該当する場合を除  
く。

印　　鑑
年金手帳

配偶者の扶養
からはずれた
とき

第３号被保険者か
ら第１号被保険者
になります。

印　　鑑
年金手帳

▼日　時
　6月23日（木）
　  10時～16時
▼場　所
　安曇川公民館
▼申込先
◎大津年金事務所
f077（521）1489
平日8時30分～17時

※この電話では、予約
以外のご用件はお受
け出来ません。
※定員になり次第、締
め切ります。

一日年金相談所

お気軽に
ご利用ください！

▼国民年金の加入種別

（ ）

（ ）（ ）

紙ごみ減量標語応募作品 「０点の　テストも捨てずに　リサイクル」　川口　樂人（今　津） 広
報2011・6・1 20広

報21 2011・6・1

公立高島総合病院からのお知らせ

紙ごみ減量標語応募作品 「高島市　紙の貯金に　ご協力」　桐山　晃一（今　津）



一
言
を　

言
へ
ば
三
言
を　

返
す
妻

も
う
春
が　

来
た
ぞ
と
鳴
い
て　

い
る
小
鳥

良
い
事
し
か　

聞
こ
え
な
い　

年
寄
り
の
耳

老
人
も　

健
康
な
れ
ば　

財
産
や

春
陽
に　

比
良
の
残
雪　

輝
け
り

二
年
前　

孫
の
手
を
ひ
き　

今
は
逆　
　
　

一
人
居
に　

ち
ゃ
ぶ
台
小
さ
く　

な
り
に
け
り

汗
な
が
し　

野
菜
作
っ
て　

猿
の
餌　
　
　

又
合
っ
た　

朝
の
挨
拶　

笑
顔
よ
し　
　
　

長
野
よ
り　

安
産
の
報　

手
を
合
す　
　
　

ひ
な
ま
つ
り　

た
の
し
い
手
作
り　

ち
ら
し
ず
し

寒
も
ど
り　

ジ
グ
ザ
グ
天
気　

雪
の
花　
　

羽
生
さ
ん　

素
敵
な
白
鳥　

み
ず
う
み
に

お
箸
こ
そ　

正
し
く
持
と
う　

し
つ
け
か
ら

水
無
月
に　

亡
き
父
母
は
共
に　

天
国
へ

あ
り
が
た
や　

三
度
の
め
し
が　

い
た
だ
け
る

忙
し
く　

働
く
妻
に　

感
謝
十
念　
　
　
　

春
く
れ
ど　

悲
し
み
深
く　

奥み
ち
の
く羽
は　
　
　

芽
吹
き
し
に　

雪
降
り
つ
も
り　

彼
岸
か
な

大
地
震　

被
災
地
支
援　

皆
の
輪　
　
　
　

大
地
震　

次
は
こ
こ
か
と　

不
安
が
り　
　

春
い
づ
こ　

狂
っ
た
津
波
に　

次
ぐ
余
震　

孫
達
の　

成
長
速
く　

老
い
を
知
る　
　
　

震
災
に　

人
の
ぬ
く
も
り　

気
付
か
さ
れ　

も
う
ア
カ
ン　

今
朝
何
食
べ
た　

忘
れ
去
り

ふ
き
の
と
う　

た
っ
た
一
コ
で　

と
う
み
そ
を

平
凡
な　

日
々
に
感
謝
の　

今
日
こ
の
頃

お
そ
ろ
し
き　

地
震
津
波
の　

悲
し
さ
よ　

水
仙
の　

一
輪
咲
き
て　

朝
日
さ
す

振
る
舞
で　

行
く
先
変
わ
る　

冥
土
旅　
　

河
原
田　

勝
（
今
・
岸
脇
）

河
原
田
う
た
子
（
今
・
岸
脇
）

本
城　

和
枝
（
新
・
太
田
）

村
田　

ナ
ミ
（
高
・
勝
野
）

洞
山
千
代
江
（
今
・
南
新
保
）

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
）

中
河　

仁
子
（
今
・
今
津
）

水
口　
　

順
（
マ
・
森
西
）

前
川　

た
つ
（
新
・
針
江
）

曽
根
ケ
イ
子
（
新
・
饗
庭
）

上
田　

え
み
（
マ
・
浦
）

沢
井　

美
代
（
朽
・
岩
瀬
）

曽
根
し
づ
江
（
マ
・
沢
）

中
島　

捨
雄
（
今
・
南
新
保
）

寺
田　

義
輝
（
マ
・
西
浜
）

浅
井
き
ぬ
ゑ
（
高
・
武
曽
）

久
米　

良
彦
（
新
・
太
田
）

川
本
ヨ
シ
子
（
朽
・
野
尻
）

山
本　

節
子
（
朽
・
雲
洞
谷
）

梅
村　

保
次
（
安
・
四
津
川
）

梅
村　

ヒ
デ
（
安
・
今
在
家
）

福
田　

一
枝
（
今
・
松
陽
台
）

中
内　

保
男
（
新
・
針
江
）

平
井　

真
造
（
安
・
上
古
賀
）

上
山　

惟
裕
（
高
・
城
山
台
）

細
野
紀
代
子
（
マ
・
白
谷
）

早
田　

弘
子
（
今
・
今
津
）

藤
森
み
ち
子
（
朽
・
柏
）

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

北
坂　
　

修（
高
・
武
曽
横
山
）

合
格
の　

声
に
ぎ
り
し
む　

受
話
器
か
な　

天
災
は　

備
え
あ
れ
ど
も　

待
っ
た
な
し　

春
の
雪　

き
ら
り
と
光
る　

明
王
禿

臘ろ
う
せ
つ雪
は　

恥
じ
ら
い
な
が
ら　

融
け
て
行
き

こ
れ
か
ら
は　

シ
ル
バ
ー
行
脚
の　

二
人
旅

一
瞬
の
間　

想
像
絶
す
る　

大
津
波

震
災
で　

浜
辺
の
良
地　

が
れ
き
の
山

水
仙
や　

仏
壇
か
を
る　

春
の
雪

大
震
災　

復
興
願
い　

春
祭
り

大
震
災　

草
花
一
輪　

い
と
お
し
く

紫
陽
花
や　

紫
色
の　

露
溜
め
る

笑
え
る
日　

祈
る
思
い
で　

ニ
ュ
ー
ス
見
る

二
リ
ッ
ト
ル　

千
円
程
の　

酒
を
選
り

初
蝶
や　

見
て
よ
見
て
よ
と　

踊
り
と
り　

時
期
が
来
た　

玉
ね
ぎ
ひ
っ
ぱ
り　

網
を
張
る

春
風
に　

ひ
か
れ
さ
さ
や
く　

親
子
鳥　
　

被
災
者
に　

吾
を
置
き
換
え　

お
の
の
き
ぬ

あ
の
暑
さ　

見
え
か
く
れ
し
つ
つ　

来
る
の
か
な

苦
楽
超
え　

添
う
て
良
か
っ
た　

夫
婦
愛　

被
災
者
の　

気
持
思
う
と　

胸
痛
む

何
に
つ
け　

頭
を
よ
ぎ
る　

震
災
禍

ボ
タ
ン
見
て　

自
分
の
す
が
た　

ね
こ
や
な
ぎ

今
年
こ
そ　

来
年
こ
そ
は
と　

旅
も
せ
ず

「
お
は
よ
う
さ
ん
」　

笑
顔
の
朝
を　

被
災
地
に

お
ト
モ
ダ
チ
の　

力
頼
も
し　

災
害
地

四
月
や
の
に　

ま
だ
冬
物
の　

重
ね
着
で

打
ち
返
す　

続
く
ラ
リ
ー
に　

根
競
べ　

震
災
で　

祭
太
鼓　

寂
し
げ
や

庭
に
鶯
う
ぐ
い
す
　

し
き
り
に
鳴
き
て　

春
巣
立
ち

洗
濯
を　

終
え
た
ブ
ザ
ー
に　

ハ
ー
イ
ハ
イ

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

益
本
さ
つ
き
（
マ
・
沢
）

伊
吹　

忠
義
（
マ
・
中
庄
）

西　
　

晴
明
（
高
・
鴨
川
平
）

粂　
　

洋
一
（
新
・
太
田
）

山
本　

京
子
（
高
・
高
島
）

土
井
登
美
雄
（
安
・
三
尾
里
）

岡
田　

明
子
（
新
・
安
井
川
）

川
本　

一
男
（
安
・
北
船
木
）

斉
藤　

光
江
（
安
・
今
在
家
）

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

高
橋
レ
イ
子
（
高
・
鴨
川
平
）

西
川
五
磋
三
（
高
・
高
島
）

平
井　

ち
く
（
朽
・
大
野
）

神
田
み
さ
お
（
新
・
饗
庭
）

西　

美
津
子
（
高
・
鴨
川
平
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

森
本　

幸
枝
（
今
・
梅
原
）

寺
尾　

輝
代
（
新
・
北
畑
）

寺
尾　
　

浩
（
新
・
北
畑
）

山
井
シ
ズ
子
（
朽
・
麻
生
）

上
田
幸
次
郎
（
マ
・
浦
）

鞍
田　

作
枝
（
新
・
饗
庭
）

髙
澤　

芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

井
口　

み
よ
（
高
・
高
島
）

前
田　

と
み
（
今
・
浜
分
）

山
本
美
智
子
（
マ
・
新
保
）

小
谷　

ひ
で
（
高
・
高
島
）

粟
津　

満
子
（
マ
・
山
中
）

髙
橋　

久
一
（
新
・
藁
園
）

広
告

募
集

あなたのお店や事業の広告を出しませんか？

広  報  誌 ホームページ
■８月号締切　６月24日（金）
■掲載料　10,000円/１枠

■８月掲載分締切　７月8日（金）
■掲載料　１か月10,000円

みてねっと！
「ウィークリーニュース」
の最終画面に掲載主の社
名表示付き！

紙ごみ減量標語応募作品 「ゴミじゃない　古紙や紙くず　リサイクル」　岸田　綺星（マキノ） 紙ごみ減量標語応募作品 「紙のゴミ　ポイすてしないで　リサイクル」　井ノ口沙季（今　津） 広
報2011・6・1 22広
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火災 救急 救助
（　）内は年累計

建物火災／2（5）
林野火災／0（0）

▼  火　災

▼  救　急

▼  救　助

今　年 昨　年 増　減
人身事故発生件数 59件 72件 ▲13件

死　　者　　数 4人 1人 3人

傷　　者　　数 75人 86人 ▲11人

発生場所
マキノ 7
今　津 10
朽　木 3
安曇川 18
高　島 8
新　旭 13

●発生状況（累計）

追　突 18件（30.5％）
出合頭 13件（22.0％）

事故の形態

 22件（37.3％）

高齢者（65歳以上）の事故

交通事故／1（8）
その他／3（4）

車 両 火 災／1（2）
その他火災／1（1）

交通事故／14（60）
急 病／119（498）

一般負傷／21（138）
その他／19（97）

火 災／2（4）
水難事故／2（3）
（注）【救急】 その他=火災+労働災害+運動競技+
 加害+自損行為+転院搬送等
 【救助】 その他=自然災害+機械事故+
 建物事故+ガス事故+爆発等

●交通事故の特徴

高島市内の交通事故発生状況 （平成23年4月末現在） 火災火災４月の 件数

h消防本部　消防総務課　f（22）5401

　

訪
問
２
、３
日
前
に
訪

問
連
絡
票
を
お
届
け
し
て

事
前
に
連
絡
し
ま
す
。

③
交
通
安
全
の
お
話

　

二
人
一
組
で
地
域
の
実

態
に
応
じ
た
交
通
事
故
防

止
の
説
明
や
指
導
を
行
い

ま
す
。

②
訪
問
宅
へ
事
前
に

連
絡
票
を
お
届
け

h
高
島
警
察
署　

f（
２
２
）０
１
１
０

　

平
成
22
年
、
高
島
警
察
署
内
で
発
生
し
た
自
動
車
盗
難
被
害
の
無
施
錠

率
は
１
０
０
％
（
３
件
中
３
件
）、
車
上
ね
ら
い
被
害
の
無
施
錠
率
は
75
％

（
36
件
中
27
件
）、
自
転
車
盗
難
被
害
の
無
施
錠
率
は
69
％
（
74
件
中
51
件
）

で
し
た
。
こ
の
数
値
は
県
内
で
も
突
出
し
て
い
ま
す
。

　

施
錠
を
し
て
い
な
い
乗
り
物
や
家
が
多
い
地
域
は
、
犯
罪
者
に
と
っ
て
簡

単
に
窃
盗
等
犯
罪
行
為
が
で
き
る
環
境
で
す
。
犯
罪
を
し
や
す
い
環
境
は
、

治
安
の
悪
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
犯
罪
が
起
き
に
く
い
社
会
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
に
、
乗
り
物
や
家
に
は
必
ず
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

市
内
で
の
自
動
車
等
犯
罪
被
害
の
無
施
錠
率
は
、
県
内
で
も

突
出
し
て
い
ま
す
！　

必
ず
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

無
施
錠
に
よ
る
犯
罪
被
害
多
発
！

高
齢
者
交
通
安
全

　

訪
問
指
導
員
が
伺
い
ま
す

交
通
安
全
の
お
話
を
い
た
し
ま
す

①
事
前
に
お
知
ら
せ

　

訪
問
一
か
月
前
に
、
地

域
の
老
人
ク
ラ
ブ
や
自
治

会
等
に
趣
旨
、
内
容
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

★
訪
問
指
導
を
受
け
る
の
は
自
由

で
す
。

★
物
品
を
販
売
・
あ
っ
せ
ん
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高齢者交通安全
　訪問指導員

青色
ジャンパー

夜光反射板

「高齢者交通安全
　訪問指導員」

腕章

写真入り身
分証明証を
掲示

郵便またはEメールで、投稿者氏名・住所・連絡先を書き添
えて投稿してください。作品は未発表のもので、応募は一人
１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

（企画広報課）次回締切　6月30日（掲載は8月１日号です。）

★応募数が多い場合は選考をさせていただきます。（50作品まで）
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募　集

　「いつまでも自分の歯で噛ん
で食べられる」ことを目指し、
幼児期から親子で歯に対する健
康意識を高めてもらうためにコ
ンクールを開催します。

▼日　時　６月30日（木）　       
　　　　　　 13時～15時
▼場　所　安曇川保健センター
▼対　象
　３歳６か月児健診対象児（平
成19年9月～平成20年8月生）
と保護者で次の基準に該当する
方（先着５組）
＜応募基準＞
子ども：むし歯が無く健康なお子さん
保護者：むし歯や歯周疾患の異常
がないか、もしくは初期のむし歯
で適切な治療が済んでいる方
▼内　容
①歯科医師による健診および相談
②歯科衛生士によるブラッシング
　指導
　・参加者には記念品を贈与。
　・優秀な方には表彰。
▼募集締切　６月20日（月）
▼申込方法　電話・ファックス

　h・i健康推進課
　　f（25）8078
　　g（25）5490

《アクセサリーづくり講座》
▼日　時
　６月16日（木）、18日（土）、
　23日（木）、25日（土）
　　13時～15時
※16日のみ10時30分～12時30分
▼内　容
　ワイヤーやガラスビーズを使
い、自分だけのアクセサリーを
作ります。初心者の方にもわか
りやすく指導します。
▼受講料
　各回1,500円～2,500円（材料代込）
　アクセサリーの種類によって
　料金が変わります。
▼定　員　各回４人程度
▼申込方法　電話・ファックス
※受付時間９時～21時（火～土曜日）

　h働く女性の家
　　f/g（22）5775
　　khttp://npo-genki.
　　　com/josei/index.html

　子どもたちのさまざまな体験活動を支援・指導いただくサポー
ターの養成講座（全6回）を開催します。5回以上の参加者には
修了証をお渡しします。１回のみの受講も可能です。ぜひお気軽
にご参加ください。　　

▼参加費　無料（一部材料費等の負担あり）

　h・i社会教育課　青少年育成室　　f（32）4458

《初心者向けサロン》
　初心者向けの新しいサロンです。
▼日　時
　6月12日（日）、7月3日（日）
　①9時30分～10時30分
　②10時45分～11時45分
▼場　所
　今津東コミュニティセンター
▼講　師
　石川サスキアさん
▼参加費
　会員200円、一般500円

▼定　員　 各回10人程度（先着順）

▼申込方法　電話・ファックス
　　　　　　メール

　h高島市国際協会事務局
　　f（20）1180
　　g（20）1182
　　jtifa822@ares.eonet.ne.jp

高島市よい歯親子コン
クール（ビーバー部門）
参加者募集

ゆめぱれっとチャレンジ
支援制度　６月開催講座

英語国際交流サロン

子どもの体験活動サポーター養成講座　受講者募集

　高島青年会議所では、東日本大震災を受け、意見
交換型防災イベントを行います。
　高島市で起こりうる地震災害を一緒に考えていき
ましょう。

▼日　　時　６月５日（日）　14時～16時30分
▼場　　所　藤樹の里文化芸術会館
▼内　　容
○基調講演　「高島の自然と地震防災」
　　高島地震ハザードマップ監修　小松原琢さん
○パネルディスカッション・意見交流会・活動報告
　市役所消防本部、総合防災課、　高島市社会福祉
協議会、たかしま災害支援ボランティアネット
ワーク「なまず」
▼定　　員　450人（定員になり次第締め切り）
▼申込方法
　ファックスまたは高島青年会議所ホームページか
らお申し込みください。
《後援》高島市
　h（社）高島青年会議所　f（25）4207
　　i　g（25）5640
　　　　khttp://www.biwa.ne.jp/̃taka-jc/

　高次脳機能障害は、交通事故や脳卒中など脳
にダメージを受けることで起こる後遺症です。
　交通事故や脳卒中は、私たちの身の回りで起
こるものです。高次脳機能障害者の方への支援
について考えてみませんか？

▼日　時　６月25日（土）
　　　　　　13時～16時
▼場　所　新旭公民館
▼講　演　①「高次脳機能障害について」
　　　　　②「高次脳機能障害者への個別支援

～どうやって支援するか～」
　
　h滋賀県高次脳機能障害支援センター
　　f077（565）0294

▼開催日　7月2日(土)
▼場　所　今津南浜・高島保健福祉事務所（高島保健所）
▼内　容
　●第Ⅰ部●　→　６月22日（水）までに事前申込が必要です。
　　 　９時～10時20分　湖岸清掃（集合：高島保健事務所南側　湖岸駐車場）【今津浜をきれいにします】
   　10時30分～11時30分　環境学習会【びわ湖の水、浜辺の植物を調べます】
　　　※ 環境学習会は湖岸清掃参加者のみ対象。

　●第Ⅱ部●
　　　12時～15時
　　　湖魚料理試食会、琵琶湖周航の歌演奏会、野鳥観察会★、下水処理施設見学ツアー★、
　　　木工広場、キャッフィーとの記念撮影会、びわ湖の日展示会
　　　高島市ごみ減量大作戦・リサイクル広場（フリーマーケット、ごみ分別広場、ミニ・リユース事業）

 ※ 第Ⅱ部のイベントのうち、★印がついたものは当日受付をしてください。（人数制限あり）
　 第Ⅰ部に参加していただいた方には優先受付をいたしますので、興味のある方は奮ってご参加くだ

　　 さい！！（ただし、優先受付は1人1つとさせていただきます。）
《共催》高島市環境政策課

　h・i滋賀県高島環境・総合事務所　環境課　f（22）6066　g（22）6105

びわ湖をきれいにして、
びわ湖について楽しく学
ぼう★

人々のつながりの大切さ
～見えないけど温かいもの～

高次脳機能障害って何だろう？
　～理解と支援～

催　し

高島ECO祭り７月１日はびわ湖の日!!

日　　時 内　　容 会　　場
６月25日（土）
13時30分～16時30分 救急法を学ぼう！ 高島市消防本部

９月３日（土）
9時30分～12時30分

すぐに使える！　ゲームや遊び
が盛りだくさん！ 安曇川公民館

10月15日（土）
8時～16時 子どもと一緒に登山に行こう！ 大文字山（京都市）

11月26日（土）
13時～16時 地域の食材を伝えよう！ 安曇川公民館

12月18日（日）
9時30分～12時30分 クリスマスリースを作ろう！ 安曇川公民館

１月22日（日）
13時～16時

子どもの自然体験の必要性と安
全管理を学ぼう！ 安曇川公民館

▼日　時
　6月4日（土）、18日（土）、26日（日）
　①９時30分～10時30分
　②10時45分～11時45分
▼場　所
　４日・18 日…
　　今津東コミュニティセンター
　26日…　新旭公民館
▼講　師　ケビン・ディーガンさん
▼参加費
　会員200円、一般500円
▼定　員　各回10人程度（先着順）
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　登記・相続・遺言・地デジに関することなどに
ついて、高島行政なんでも相談所を開設します。
▼日　時　６月22日（水）　13時30分～16時
　　　　　（※受付　13時～15時）
▼会　場　今津東コミュニティセンター
▼相談内容
　・大津地方法務局　…土地登記関係
　・滋賀県（高島環境・総合事務所、高島土木事務所）
　　　　　　　　　　…県の行政全般
　・高島市　　　　　…高島市の行政全般
　・滋賀県テレビ受信者支援センター　　　　　
　　　　　　　　　　…地デジ関係
　・滋賀県司法書士会…登記、相続、多重債務、
　　　　　　　　　　　成年後見等
　・滋賀県行政書士会…遺言書、遺産分割協議　
　　　　　　　　　　　書等の書き方等
　・行政相談委員　　…国の行政全般
　・滋賀行政評価事務所
　　　　　　　　　　…国の行政全般
※予約不要

　h滋賀行政評価事務所　行政相談課
　　f077（523）1926
　　市役所生活相談課　f（25）8125

▼日　時　６月18日(土)
　　13時30分～15時30分
▼場　所　安曇川公民館
▼内　容　
・講演「ストーマ保有者の方を
　支える在宅サービスについて」
・個別相談会
　講師：公立高島総合病院

伊庭治代看護師

※オストメイトとは、がん等で
人工ぼうこう、人工肛門を保
有した方

　h（社）日本オストミー協会
　　　滋賀支部
　　　　谷口良雄さん
　　f077（562）1773

　子どものこと、学校や幼稚園・保育園のこと、地域でのこと、団
体のことなど、ひとりで悩まないで、気軽に相談してみませんか。
　保護者や子ども、市民の皆さんからの教育に関する悩みや困りご
との相談に応じます。電話でも直接来ていただいても結構です。

【教育相談・課題対応室】
　▼相談日時　月～金曜日　８時30分～17時　
　▼場　　所　教育委員会事務局内（安曇川支所１階）
　　　　　　　　f（32）4406

【北部教育相談室】
　▼相談日時　月～金曜日　13時～17時
　▼場　　所　今津東小学校南　少人数棟１階
　　　　　　　　f（24）7021
※北部教育相談室は、小・中学校の冬休み、春休み期間中は火曜日
　と木曜日のみ開室しています。

　h教育相談・課題対応室　f（32）4406

　「いじめ」、「不登校」、「虐待」など様々な悩み
を抱えている子どもたちや、子どものことで悩
んでおられるご家族等のために、「子どもの人権
110番」を設置し、子どもの人権専門委員、人
権擁護委員、大津地方法務局職員が電話相談をお
受けしています。
 　「子どもの人権110番」強化週間として、臨
時電話を増設して相談をお受けします。一人で悩
まず、お気軽にお電話ください。

▼強化週間　6月27日(月) ～ 7月3日（日）
　　　　　　　8時30分～19時

 （ただし、土曜日、日曜日は10時～17時）
 　　　　　※この日以外は、月曜日～金曜日
　　　　　　　8時30分～17時15分
▼場　　所　大津地方法務局人権擁護課内　
　　　　　　　f0120（007）110
　　（子どもの人権110番　フリーダイヤル）

▼対 象 者　小学生、中学生、高校生等、お子さ
　　　　　　んのことで悩んでおられる家族等

　h大津地方法務局人権擁護課
　　f077（522）4673

相　談（相談無料・秘密厳守）

高島行政なんでも相談所

オストメイトの地域相談会教育に関する悩み相談

ひとりでなやまないで！
「子どもの人権１１０番」強化週間

　h総務省　滋賀県テレビ受信者支援センター（デジサポ滋賀）　f077（503）0101

　弁護士が相談をお受けし、問題解決の
ための助言を行います。

▼日　　時　６月25日（土）
　　　　　　　13時～17時
▼場　　所　安曇川公民館
▼相談時間　１時間以内
▼定　　員　４人（予約制・申込順）
　
　h生活相談課　f（25）8125

　現在のアナログ放送は、平成23年７月24日に終了し、地上デジタル放送に完全移行します。そのため
受信者の皆さんがスムーズに地上デジタル放送へ移行していただけるよう、総務省滋賀県テレビ受信者支
援センターが、地上デジタル放送受信臨時相談コーナーを次のとおり開設します。
　会場では、地上デジタル放送を受信するために必要な情報の提供をはじめ、「デジタル放送を見られるよ
うにするにはどうすれば良いのか？」「今のアナログテレビをそのまま使って見るためにはどうすれば良い
のか？」など、ご自宅やお住まいの地域でデジタル放送を受信するための具体的な質問にお答えします。
機器の販売や契約の勧誘などはありませんので、気軽に会場へお越しください。

　▼期　間　６月27日～８月26日
　　　　　　（平日のみ）　
　▼時　間　9時～17時

　就職活動をするうえでの悩みや疑問はありませんか？
　性別や年齢を問わず、キャリアコンサルタントが相談
を受け付けます。
▼相 談 日　毎月第２木曜日
▼時　　間　13時～16時　※相談時間は一人45分程度
▼場　　所　働く女性の家
▼対 象 者　市内に在住または在勤・在学の方
▼申込方法　電話（事前予約が必要です）
　　受付時間９時～17時　（火～土曜日）
　h・i働く女性の家　f/g（22）5775

多重債務者無料相談会

6/27（月）   28（火）   29（水）   30（木）  7/1（金）

市役所本庁 朽木支所 高島支所 安曇川支所 安曇川支所

7/ 4（月）     5（火）     6（水）     7（木）     8（金）

高島支所 マキノ支所 マキノ支所 市役所本庁 朽木支所

    11（月）   12（火）   13（水）   14（木）   15（金）

今津支所 今津支所 市役所本庁 マキノ支所 マキノ支所

    18（月）   19（火）   20（水）   21（木）   22（金）

安曇川支所 安曇川支所 今津支所 今津支所

７/25（月）～８/26（金）　市役所本庁

就労相談

地デジ臨時相談コーナーを開設します！
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・複数の講座に申し込みできますが各講座とも９人以下の場
合は開講できませんのでご了承ください。
・お申し込みの対象は市内に在住・在勤の18歳以上の方です。
・受講料は１講座１，０００円で、材料やテキストなどが必要な
場合は別途自己負担となります。

講座

キ リ ト リ

　公民館講座申込書
講 座 名 No                                                          講座　

フ リ ガ ナ
年　齢
（学年）ご 氏 名

ご 住 所
〒          ―

電話番号         

　申 込 方 法
　講座を開催する公民館等へ、各自直接申込書を提出または電話でお申し込みください。
　（ご本人ができない場合は家族も可）

　申込受付期間　6月8日（水）～6月15日（水）
　　　　　　　　　休館日を除く９時から17時まで

★申し込みに関する注意事項
・お申し込み順に受付し、定員になり次第締め
切ります。
・お申し込みは、各講座ともやむを得ない場合
を除き、すべての課程が受講できる方としま
す。
・年会費は、第１回目の開催時に納めてください。
（返金は行いません。）
・ご記入いただいた個人情報は、公民館教室・
講座受講に関すること以外には使用しません。

申　込　先
安曇川世代交流センター
安曇川町南船木249 f34－1320 月曜休館
高 島 公 民 館
勝野670 f36－0219 月曜休館
新 旭 公 民 館
新旭町北畑567 f25－8100 火曜休館

高島市公民館講座受講生募集高島市公民館講座受講生募集
　市内の公民館等で開催する、７月開講予定の講座の受講生を募集します。ふるっ
て応募ください。講座の内容については各公民館までお問い合わせください。

1
安 曇 川
世代交流
センター

『いきいき元気な生活講座』
体を動かし、頭を動かし、口を動かし、仲間を作り、みんなで元
気に学びましょう。

開講日
７月～１月
（全７回）

時間 毎月第２木曜日　13:30～
場所 安曇川世代交流センター
定員 25人

2 高 島
公 民 館

『消費者問題対策講座』
消費者行動は、自己責任の時代です。消費生活問題の基本や、く
らしを守る知恵を学び自立した消費者になりましょう。

開講日
７月～１月
（全７回）

時間 平日午後の開講
場所 高島公民館
定員 15人

3 高 島
公 民 館

『楽しく学ぼう　金融・生活知識』
私たちが生活していくうえで欠かせないお金の話や、経済の話に
ついて基礎的な知識を学びます。

開講日
７月～11月
（全５回）

時間 平日午後の開講
場所 高島公民館
定員 15人

4 新 旭
公 民 館

『災害に強い住民になるための講座』
救命・救急蘇生法や災害時に役立つ調理法・原子力発電の安全性
など、すぐに役立つ防災知識を身につけましょう。

開講日
７月～11月
（全５回）

時間 平日午後の開講
場所 新旭公民館
定員 15人

文化情報を紹介するコーナーです。
皆さんの情報などを藤樹の里文化芸術会館（f32-2461）までお寄せください。
締め切りは毎月25日です。

高島市民会館 第15回「琵琶湖周航の歌」
合唱コンクール

　h高島市民会館　f（22）1764

6/26日
全席自由
10時　開演

入場料金 500円

　地元高島市をはじめ、滋賀県内、近畿地方、
石川、愛知、徳島、福井の各県から参加した
合唱団が、課題曲「琵琶湖周航の歌」と自由
曲で美しいハーモニーを競います。

湖西地域の文化情報

鑑 賞 無 料
　h今津ショッピングセンター　リプル
　　f（22）6500

9時30分～20時30分

「ちぎり絵『伊丹裕見子教室』」

鑑 賞 無 料 　h安曇川町田中426　f（32）0150
10時～17時30分

「遊びの中のペーパークラフト展」
ななクラブ（足達泰子、角野美代子ほか）

　h今津町今津1589-1
　　　f080（6182）1516

10時～17時30分

「水彩スケッチ、里の風展」

鑑 賞 無 料火・休

開催中 滋賀県山里のスケッチ画
薮田  和義

　h今津町舟橋2-8-10　f（22）1414鑑 賞 無 料火・休

10時～22時

※最終日　17時まで

「福福展」
紫明工房

「桑原健至作陶展」

朽木資料館

　h朽木資料館　f（38）2339
木地師関連資料と陣屋敷、朽木氏関係文書を展示

入 場 無 料月・火・祝日
  　  休

山と湖の生活文化を伝える

　hマキノ資料館　f（27）1484

マキノ資料館

土に学ぶ、里・山・湖の生活道具を展示
９時～16時30分

入 場 無 料月・火・祝日
  　  休

高島歴史民俗資料館 鴨稲荷山古墳・鴨遺跡・大溝城を
調べる

　h高島歴史民俗資料館　f（36）1553

常設展示 　鴨稲荷山古墳と鴨遺跡・大溝城から出土した
考古資料を中心に展示９時～16時30分

入 場 無 料月・火・祝日
  　  休

桑原健至 講師と生徒の作品展

藤樹の里文化芸術会館 湖西芸能フェスティバル
2011

　h藤樹の里文化芸術会館　f（32）2461

7/2土
10時開演（予定）

観覧無料

　湖西地域で活動されている皆さんによ
る公演です。舞踊や大正琴、民謡やカラ
オケなど、多彩な内容をお楽しみくださ
い。

・3日
全席自由

藤樹の里文化芸術会館
「ぼくってヒーロー？」7/9土

14時　開演
　毎年おなじみの劇団うりんこ公演。今
年は、スーパー泣き虫の少年が、最高の
ヒーローになる！ぜひ家族そろってみて
ほしい、元気と勇気がいっぱいの物語。

劇団うりんこ公演

　h藤樹の里文化芸術会館　f（32）2461

全席自由
一　　般１，０００円
高校生以下 　   500円
（当日200円増）

★託児サービスあり（７月２日までに事前申込）

ガリバーホール
「ピアノトリオ“プリマ・ヴェーラ”

コンサート　～出逢い～」6/18土
14時　開演 　ピアノトリオ“プリマ・ヴェーラ”は、

６月15日から17日の３日間で、市内小学
校５校を会場として、計６回のアウトリー
チプログラム（音楽の授業）を行います。
　高島市の子どもたちとの「出逢い」を大
切に、想いを込めて演奏します。

公共ホール音楽活性化アウトリーチ・フォーラム事業

　hガリバーホール　f（36）0219

全席自由
一　　般　   500円
中学生以下無料

▼出演

志鷹美紗 川村伸子 高橋麻里子
ピアノ ヴァイオリン チェロ

h藤樹の里文化芸術会館　f（32）2461

▼テーマ「さとやま　心たち」
　高島市の自然や暮らし、さ
まざまな想いを詩にしてご応
募ください。皆さんの詩をも
とに作詞をし、曲をつけて舞
台のラストに合唱曲として披
露します。形式、文字数は自
由です。

▼テーマ「私たちのまち高島」
▼対　象　小学４年生
　　　　　～高校３年生
▼採　用
　選考のうえ、小学生２人、
中学生２人、高校生２人に舞
台で発表していただきます。

▼申込締切　いずれも７月10日（日）

高島市さとやま劇場　詩と作文募集！
子どもたちの作文を募集
します！

「詩」をもとに、オリジナ
ル曲を創作します！

ガリバーホール
～「ドン・パスクワーレ」ハイライト～7/10日

14時　開演
　本格的な演奏でわかりやすいオペラ・
ハイライト・コンサート。今回は、ドニ
ゼッティの名作喜歌劇、オペラ「ドン・
パスクワーレ」です。

オペラを身近に！

　hガリバーホール　f（36）0219

全席自由
一　　般 3,000円

高校生以下

▼出　演
・ソプラノ　山本隆子
・バリトン　リッカルド・バラッティア
・バリトン　嶋本晃
・テノール　小林大作
・ピ ア ノ　アリアーノ・フレディアーニ

2,000円

●コーナー展示

埴
はにわ

輪福笑いにチャレンジ

★市内遺跡分布（古墳・城）地図を新しくしました

【コーナー展示】

●常設展示

９時～16時30分

【コーナー展示】

朽木の生活文化を伝える

●コーナー展示
郷土学習にチャレンジ

●常設展示

3,500円 ）（当　日

6/1水～30木

6/1水～30木

ギャラリー Cafe Cozy

ギャラリー 散歩路
み ち

ギャラリー Ｒ
リ プ ル

ＩＰＬ

ギャラリー 藤乃井

10時～22時

6/1水～15水

6/16木～30木

～6/9木

6/1水～30木

6/24金～28火

共　　催 /
㈶地域創造、滋賀
県、㈶滋賀県文化
振興事業団

製作協力 /
㈳日本クラシック
音楽事業協会



BOOK INFORMATION
そうだ

図書館に

行こう♪

そうだ

図書館に

行こう♪

映 は一般映画会。話 はおはなし会です。時間や内容など詳しくは各図書館へお問い合わせください。

開館日カレンダー▼貸出延長や予約はこちらまでご連絡ください。

6 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

今 津 図 書 館
(22)3827 休 休 話 映 休 話 休 休

安曇川図書館
(32)4711 話 休 休 話 休 休

マキノ図書館
(27)0350 休 休 休 休 話 休 休 休 休

朽木図書サロン
(38)2324 休 休 休 休 話 休 休 休 休

新 旭 図 書 室
(25)2811 休 話 休 休 話 休 休 話 休 休 休 休

高 島 図 書 室
(36)2160 休 休 休 休 話 休 休 休 休

『一生太らない体のつくり方＆スロトレ』

『体においしい健康ごはん骨に効く小魚レシピ』

『生命の湖　琵琶湖をさぐる』

米沢冨美子／著（朝日新聞出版）

石井直方／著（エクスナレッジ）

　琵琶湖博物館の背景にある
地理、自然、物理、歴史、各
テ－マを担当学芸員がわかり
やすく解説。これを読む前と
後では、琵琶湖が違って見え
るかも。琵琶湖のおもしろさ
再発見！　　　　　　

　小魚を料理に加えれば、栄
養価がアップするのはもちろ
ん、うまみが加わって味もワ
ンランクアップします。どこ
の家庭にもある小魚を使っ
た、おいしくって体にうれ
しい70品が紹介されていま
す。

　脂肪を落とすには「筋肉量
を維持し、できれば増やすこ
と」「有酸素運動で脂肪を燃
やすこと」「余分なカロリー
摂取を控えること」その具体
的な方法が分かりやすく紹介
されています。気になる人は
今すぐスロートレ－ニング！

　母の介護に関し「週刊朝
日」で70回にわたりコラム
を連載し、これを書籍化した
もの。介護する側も介護され
る側も、両方が「朗らかに」。
一度きりしかない人生を皆が
楽しくという「哲学」をもと
にした介護記録。

枝元ほなみ／著（高橋書店）

滋賀県立琵琶湖博物館／編（文一総合出版）

新
着
・
新
刊
案
内
は
、
各
図
書
館
で
の
掲
示
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  

今津図書館『朗朗介護』

図書館利用者のオススメ
の一冊を、本の感想とあ
わせてご紹介します。

オススメの一冊私
の

　誕生日にやってきた正体不明の犬・・。
犬は自らをミスター・バースデー・ドッ
グと名乗り、手料理と音楽で素晴らしい誕
生日をぼくにプレゼントしてくれる。ふた
りの関係は単なるペットと飼い主ではな
く、主導権を握っているのはどうやらミス
ター・バースデー・ドッグ！？　意外な展
開とセリフのおもしろさに加えて、高畠那
生の絵が好きだ。ページごとに変わるミス
ター・バースデー・ドッグの衣装も楽し
い。大人にも読んでほしい絵本。

（朽木　松永朱美さん）

斉藤洋／作　高畠那生／絵（フレーベル館）

『バースデー・ドッグ』

6月

 ▼日時　６月12日（日）14時～15時
 ▼場所　今津図書館視聴覚室
 ▼対象　幼児～小学生
 ▼内容　パネルシアター「きんのおの　ぎんのおの」
 　　　　えほん「めっきらもっきらどおんどおん」
 　　　　手あそび　など
 主催　高島おはなしサークル連絡会
 今津図書館　 （22）3827

第９回たのしいおはなし会

◆かけはし「朗読会」
【日時】10日（金）14時～15時

◆エントランス展示
　「湖西押し花教室展」
【期間】１日（水）～29日（水）

◆落語上映会「枝雀落語大全  饅頭こわい  替り目」
【日時】15日（水）14時～15時
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平成23年４月末現在

●人　口

男
女　

●世帯数

・前 月 人 口
・前年同月人口

の動き（人口と世帯）

氏　名 性別 生年月日 ところ
  今　　　津
木
き の し た

下 稀
の

愛
あ
女 3月27日 松陽台

古
ふ る た に

谷 太
た い よ う

耀 男 4月 2日 日置前

藤
ふ じ わ ら

原 颯
りゅうれん

連 男 4月22日 浜 分

川
かわはらばやし

原林　陽
は る な

菜 女 4月26日 弘 川

  新　　　旭
北
き た の

野　いちか 女 3月23日 旭

清
し み ず

水 千
ち

楓
か
女 4月12日 饗 庭

お誕生おめでとう！（出生）
氏　名 性別 生年月日 ところ

石
い し だ

田 柚
ゆ ず き

妃 女 4月13日 安井川

桒
く わ は ら

原 琢
た く ま

磨 男 4月15日 新 庄

山
や ま む ら

村 亜
あ

旺
お
男 4月26日 饗 庭

  安　曇　川
辻
つじ

　 隆
り ゅ う と

杜 男 3月27日 田 中

髙
た か ぎ

木 飛
あ く あ

空 男 4月 2日 田 中

竹
た け わ き

脇 夢
ゆ め と

翔 男 4月 5日 下古賀

近
こ ん ど う

藤 優
ゆ う わ

和 男 4月11日 北船木

氏　名 性別 生年月日 ところ

山
やま

　 琉
る い と

斗 男 4月13日 田 中

地
じ む ら

村　茉
ま い み

衣美 女 4月20日 西万木

杉
す ぎ も と

本 桃
も も か

佳 女 4月21日 下小川

  高　　　島
前
ま え が わ

河 来
ら い き

季 男 4月 4日 拝 戸

川
か わ し ま

島 里
り

桜
お
女 4月11日 勝 野

南
みなみざき

嵜 柊
し ゅ う

宥 男 4月18日 鴨

謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）
氏　名 性別 年齢 ところ

  マ　キ　ノ
青
あ お た に

谷 和
か ず こ

子 女 82 牧 野

青
あ お た に

谷 靜
し ず こ

子 女 90 牧 野

金
か な た に

谷 と し 女 88 小荒路

金
か な た に

谷 ゆ か 女 90 海 津

狩
か 　 の

野　きみ江
え

女 85 下

黒
く ろ か わ

川　孫
まごじろう

治郎 男 85 新 保

曽
そ 　 ね

根　多
た み え

美江 女 65 沢

竹
た け わ か

若　みち子
こ

女 75 海 津

田
た な か

中　喜
き み え

美惠 女 78 上開田

  今　　　津
　 賢

け ん じ

次 男 82 日置前

石
い し だ
田 浪

な み こ
子 女 80 今 津

大
お お も り

森 み わ 女 91 日置前

落
お ち あ い

合 昭
あ き ひ ろ

弘 男 59 酒 波

桂
か つ ら た

田 捨
す て お

雄 男 85 今 津

河
かわはらだ

原田　芳
よ し ぞ う

造 男 82 岸 脇

沢
さ わ だ

田 と き 女 90 桂

人

平成23年4月6日から平成23年5月5日までの届出分（敬称略）

本ページの掲載情報は、個人情報保護の観点から許可をいただいた方のみ掲載しています。

- - - 53,641人（ -57）
- - - - - - - - - - - - - 53,584人

氏　名 性別 年齢 ところ

前
ま え だ

田　德
とくたろう

太郎 男 97 浜 分

森
も り わ き

脇 敬
け い ぞ う

三 男 85 椋 川

藪
や ぶ う ち

内 ス エ 女 95 浜 分

  新　　　旭
青
あ お た に

谷 周
しゅういち

一 男 76 深 溝

伊
い と う

藤 松
しょういち

一 男 80 針 江

岸
き し が み

上 清
せ い じ

次 男 87 饗 庭

多
た 　 ご

胡　はま子
こ

女 73 熊野本

多
た 　 ご

胡 ミ ヱ 女 90 北 畑

冨
と み た

田 忠
た だ お

夫 男 62 饗 庭

庭
に わ か わ

川 ハ ナ 女 96 旭

堀
ほ り の

野 　 男 83 饗 庭

森
も り し た

下 ト ク 女 91 藁 園

横
よこいがわ

井川　み ち 女 81 深 溝

吉
よ し ざ わ

澤 に わ 女 93 安井川

  安　曇　川
青
あ お い

井 　 男 59 横江浜

伊
い と う

藤 善
よ し か ず

和 男 74 田 中

氏　名 性別 年齢 ところ

梅
う め む ら

村　 喜
き よ じ

代次 男 66 下小川

駒
こ ま い

井 タ ケ 女 93 横 江

澤
さ わ む ら

村 友
と も か ず

和 男 86 横 江

田
た な か

中 　 男 90 四津川

平
ひ ら い

井　十
と し こ

四子 女 86 五番領

平
ひ ら い

井 良
よ し お

雄 男 85 田 中

松
ま つ だ

田 淳
あ つ み

巳 男 80 西万木

山
や ま も と

本 寅
と ら き ち

𠮷 男 78 常磐木

横
よ こ い

井 俊
と し お

夫 男 84 田 中

  高　　　島
　 文

ふ み ひ ろ

広 男 39 武曽横山

　 ミ ナ 女 87 畑

藤
ふ じ た

田　喜
き く こ

久子 女 85 音 羽

万
ゆ る ぎ

木　英
えいいちろう

一郎 男 99 武曽横山

  朽　　　木
岡
お か も と

本　ちず子
こ

女 71 野 尻

久
く 　 ぼ

保　マツ子
こ

女 89 大 野

たかしま
　  の
人の動き

- - - 54,057人（-473）
- - - - - - - - - - - - - 26,078人
- - - - - - - - - - - - - 27,506人
- - - - - - - - - - - - - 19,799世帯

窓口だより

項　目 期　別 納期限
市 ・ 県 民 税（普通徴収） 全期前納・第1期

6月30日国民健康保険税（普通徴収） 第3期
介 護 保 険 料（普通徴収） 第3期

▼窓口延長業務（午後８時まで）を行っています。
市役所本庁・朽木支所 マキノ支所 安曇川支所
高島支所 今津支所

月

納付のお知らせ6月
▼国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料・
　市県民税の特別徴収（年金からのお支払い）の皆さん
6月15日受け取りの年金から保険税（料）・市県民税が天引きされます。

■納期限までに納めましょう。納期限までに納付されない場合
は、督促手数料や延滞金が加算されることになります。

■口座振替の方は預貯金残高の確認をお願いします。
税・介護保険料・後期高齢者医療保険料

火 水
木 金

東
あづま

林
はやし
芝
しば

稔
みのる

聡
さとし

正
しょう
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■
発
行
／
高
島
市　
　

編
集
／
政
策
部
企
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No.137

編集者のつぶやき
　 天気に恵まれ、田植え日和となった
5月15日、日本の棚田百選「畑の棚田」
で棚田オーナーによる田植え作業が行
われました。表紙はその1コマ。オー
ナーは都市部からの家族連れが多く、
一生懸命苗を植えるお父さんの傍ら泥
だらけで遊ぶ子どもたちや、子どもを
おんぶしながら田植えする力強いお母
さんの姿も。自分たちで汗をかいて植
えたお米はきっとおいしく感じるはず。
秋が楽しみですね。　　　(広報担当S)

　

高
島
市
内
に
は
、
琵
琶
湖
の
西
岸
平

野
部
に
南
北
に
続
く
「
琵び
わ
こ
せ
い
が
ん
だ
ん

琶
湖
西
岸
断

層そ
う

」
や
、
今
津
町
水み
さ
か坂
峠
か
ら
朽
木
・

京
都
市
街
へ
と
続
く
「
花は
な
お
れ
だ
ん
そ
う

折
断
層
」
と

呼
ば
れ
る
断
層
が
存
在
し
ま
す
。
近
年

で
は
、
過
去
の
断
層
の
活
動
状
況
を
知

る
た
め
の
調
査
が
活
発
に
行
わ
れ
、
い

つ
ご
ろ
の
時
代
に
、
ど
の
断
層
が
動
い

て
大
き
な
地
震
に
な
っ
た
の
か
な
ど

が
、
次
第
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
が
起
こ
っ
た
こ
と
や
、

そ
の
被
害
状
況
は
、
当
時
の
公
的
な
記

録
や
日
記
類
な
ど
に
多
く
記
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
高
島
市
内
に
残
る
史
料
に
も

地
震
に
か
か
わ
る
記
事
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の
い
く

つ
か
を
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

高
島
市
域
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
地
震
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

の
が
、
寛
文
２
年
（
１
６
６
２
）
５
月

１
日
に
起
こ
っ
た
大
地
震
で
す
。
こ
の

地
震
は
、近
年
の
活
断
層
の
調
査
か
ら
、

花
折
断
層
北
部
お
よ
び
若
狭
湾
か
ら
三

方
五
湖
へ
向
か
っ
て
の
び
る
日ひ
る
が向
断
層

が
活
動
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
の
被
害
は
、
花
折
断
層
に
近

い
朽
木
地
域
で
大
き
か
っ
た
よ
う
で
、

朽
木
宮
前
坊
の
邇に

に

ぎ
々
杵
神
社
に
残
る

棟む
な
ふ
だ札
（
建
物
を
建
て
る
際
、
工
事
の
由

緒
・
年
月
日
・
建
築
者
な
ど
を
記
し
て

棟
木
に
打
ち
つ
け
た
札
）
に
は
、
こ
の

と
き
の
地
震
で
、
神
社
・
塔
・
寺
・
家

屋
敷
が
残
ら
ず
倒
壊
し
た
た
め
、
そ
の

２
年
後
の
寛
文
４
年
（
１
６
６
４
）
に

領
主
の
朽
木
智
綱
が
神
社
の
再
建
を
命

じ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

別
の
史
料
か
ら
は
、
同
じ
寛
文
の
地
震

で
、
朽
木
野
尻
に
あ
っ
た
朽
木
陣
屋
が

倒
壊
し
、
隠
居
し
て
い
た
第
十
七
代
領

主
・
朽
木
宣
綱
が
、
崩
れ
て
き
た
梁
の

下
敷
き
に
な
っ
て
亡
く
な
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
そ
の
他
の
市
内
の
被
害
と
し

て
は
、
勝
野
に
残
る
大
溝
藩
関
係
の

史
料
か
ら
、
大
溝
領
内
で
倒
壊
家
屋
が

１
、０
２
２
軒
、死
者
が
30
人
余
り
だ
っ

た
こ
と
や
、
今
津
町
酒
波
の
日
置
神
社

の
史
料
か
ら
、
大
地
震
で
山
崩
れ
が
あ

り
、
多
く
の
死
者
が
出
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
記
録
か
ら
、
こ

の
寛
文
２
年
の
大
地
震
は
、
市
内
の
広

い
範
囲
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

こ
と
が
想
像
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

寛
文
地
震
以
外
に
も
、『
高
嶋
郡
誌
』

に
よ
る
と
文
政
２
年
（
１
８
１
９
）
６

月
12
日
に
大
き
な
地
震
が
あ
り
、
マ
キ

ノ
町
海
津
・
西
浜
や
今
津
町
今
津
、
そ

し
て
勝
野
な
ど
で
、土
蔵
の
壁
が
落
ち
、

寺
院
の
門
や
鐘
楼
が
倒
れ
る
な
ど
の
被

害
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
お
、
こ
の
時
の
地
震
で
は
、
対

岸
の
彦
根
市
で
も
大
き
な
揺
れ
が
あ
っ

た
ら
し
く
、
彦
根
藩
主
・
井
伊
家
に
伝

わ
る
史
料
に
は
、
彦
根
城
の
一
部
が
損

壊
し
た
こ
と
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
財
課
）

朽木宮前坊の邇々杵神社
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寛文2年の地震に
よって社殿が倒
壊したことを記す
邇々杵神社の棟札




